
ー
霧
o
う
ー
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ま：”5月14日（土）

15日（日）

行
　
事

五
月
十
四
日
（
土
）

　
午
後
二
時
よ
り

ロ
松
里
小
学
校
鼓
笛
隊
パ
レ
ー
ド

ロ
管
領
塚
上
杉
房
能
公
供
養

ロ
稚
児
行
列
（
松
里
保
育
園
児
）

ロ
松
之
山
中
学
校
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド

　
午
後
五
時
よ
り

□
ち
び
っ
こ
み
こ
し

ロ
野
鳥
こ
け
し
製
造
実
演

ロ
山
菜
直
売
（
温
泉
広
場
）

午
後
七
時
よ
り

ロ
郷
土
芸
能
と
カ
ラ
オ
ケ
の
ど
自
慢

　大

会
（
B
S
N
美
人
ア
ナ
ウ
ン
サ

　
ー
の
司
会
に
よ
る
。
カ
ラ
オ
ケ
出

場
申
込
先
は
役
場
観
光
係
へ
）

午
後
八
時
半
よ
り

ロ
大
花
火
大
会
（
雨
天
順
延
）

五
月
十
五
日
（
日
）

　
午
前
十
一
時
よ
り
午
後
二
時
半
ま

　
で

ロ
大
厳
寺
高
原
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
ま
つ

　
り（

ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
食
べ
放
題
一
、
二

　
〇
〇
円
、
受
付
は
十
二
時
ま
で
）

ロ
カ
ラ
オ
ケ
・
雪
上
ゲ
ー
ム

（
高
原
バ
ス
・
温
泉
広
場
発
十
時
半
）

6
主
催

　
　
　
　
　
松
之
山
町
観
光
協
会

　
　
　
　
　
松
之
山
温
泉
組
合

■
協
力

　
　
　
　
　
　
松
之
山
町
商
工
会

6
お
間
合
せ

　
　
　
　
　
松
之
山
町
観
光
協
会

　
　
　
　
　
　
　
a
　
三
コ
三

醗驚☆、，

萎力鰍う

　28日㈹・29日（日〉，

擢
鳥
礁
レ
謬
ρ
・
ヴ
ツ
ペ
～

　
　
　
　
　
　
　
　
プ
レ
ゼ
ン
ト

職
綴
蓼

、
嚢
懸
干
八
緯
盆
）
、

、
峯
後
悲
時
業
よ
膨
九
蒔
麟
で

（
繊
叢
瞬
温
裏
、
福
毬
館
七
磯
墾
3

▽
叢
鳶
轡

．
簸
撞
黒
叢
鷺
欝
欝

講
撚
叢
繊
濃
斎
講
駐
嘉
場
午
離
瞬
職
一

　
四
十
五
分
集
含
）
、

o
参
加
費
、
無
料
。
三
日
蔚
ま
で
に

　
松
之
山
町
観
光
協
会
鶴
建
詣
（
三

　
コ
…
で
濡
麟
い
．

o
参
舷
麿
淀
ぽ
購
探
講
の
し
戴
膨
鉱

霧
．
懇
ワ
ッ
講
鐘
蒙
壕
、

燦
ン
ト
い
た
し
裏
す
識

車
庫
の
建
築
は

　
国
県
道
あ
る
い
は
、
町
道
に
面
し

て
車
庫
の
建
築
が
見
ら
れ
ま
す
が
、

県
の
建
築
基
準
条
例
で
は
、
道
路
境

界
線
か
ら
一
メ
ー
ト
ル
以
上
後
退
し

て
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
建
築
予
定
の
方
は
、
境
界
立
会
い

な
ど
建
設
課
へ
ご
相
談
下
さ
い
。
境

界
立
会
い
な
し
で
道
路
敷
へ
、
は
み

出
し
て
基
礎
を
は
じ
め
、
取
り
こ
わ

し
を
命
じ
ら
れ
た
例
も
あ
り
ま
す
の

で
、
か
な
ら
ず
境
界
の
確
認
を
し
て

下
さ
い
。

　　　　5　　　　月
火19122114
曜日日日日
日＿’＿＿
　木26土土
　）日））

　
　
指
定
休
日

　
　
医
師
都
合

（
木
）
東
川
出
張

　
　
浦
田
出
張

　
　
湯
本
出
張

戸
籍
の
明
暗

ロ
新
婚
さ
ん

四
　
月

□
う
ぶ
声

　
石
塚
良
美
（
田
麦
立
・
昭
の
長
女
）

　
高
橋
佑
介
（
天
水
島
・
君
夫
の
長
男
）

　
樋
口
聡
美
（
中
尾
・
一
次
0
長
女
）

　
丸
林
陽
子
（
湯
之
島
・
量
賢
の
長
女
）

　
高
波
朋
美
（
松
口
・
和
平
の
長
女
）

■
お
く
や
み

　
佐
藤
長
松
㈱
（
曽
根
・
沢
）

　
高
橋
行
隆
㈲
票
天
水
島
・
中
林
）

　
高
橋
ミ
ノ
㈱
（
湯
本
・
大
瀬
町
）

　
村
山
芳
恵
㈱
（
湯
本
・
新
宅
）

　
村
山
繁
政
㈹
（
湯
山
・
万
人
）

　
飯
塚
芳
雄
㈹
（
中
立
山
・
与
善
）

　
池
田
正
道
6
㊦
（
松
之
山
・
池
田
屋
）

　
小
林
豊
一
㈲
（
湯
山
・
豊
坂
屋
）

志
賀
イ
シ
㈱
（
上
蝦
池
・
入
）

幕電
東

停

〉5月17日（火）

　午後1時から4時まで

　湯山の一部

〉5月20日（金）

　午前12時から午後4時まで

　中尾

〉5月25日　（水）

　午前9時から12時まで

光間

　午後1時半から午後4時半まで

黒倉、修業者

〉5月26日（木）

　午前9時から午後1時まで

　曽根、上の山、西の前、北浦田、

　新田、湯の島、豊田、坂中、月

　池、中立山、田麦立
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参
院
選
26
日
投
票
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
全
国
区

　
五
月
二
十
六
日
の
閣
議
で
、
参
議

院
選
挙
の
投
票
日
が
六
月
二
十
六
日

に
正
式
に
決
ま
り
、
三
日
に
公
示
さ

れ
選
挙
戦
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
昨
年
八
月
に
公
職
選
挙
法
が
改
正

さ
れ
、
今
回
の
参
院
選
か
ら
全
国
区

の
制
度
が
「
比
例
代
表
選
挙
」
に
変

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
問

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日

葛飾区と松之山町

子ども交歓会

8月3日～5日の3

・
初
の
比
例
代
表
選
挙

わ
り
、
候
補
者
個
人
で
は
な
く
政
党

に
投
票
し
ま
す
。

　
地
方
区
の
参
院
選
挙
は
「
選
挙
区

選
挙
」
に
名
称
は
変
わ
り
ま
し
た
が

今
ま
で
通
り
候
補
者
名
を
書
い
て
投

票
し
ま
す
。

比
例
代
衰
選
挙
は

　
　
　
政
党
に
投
票
す
る

　
　
　
　
　
　
　
選
挙
で
す

　
昭
和
五
十
八
年
の
参
議
院
通
常
選

挙
か
ら
、
参
議
院
全
国
区
制
が
改
正

　
八
月
三
日
か
ら
三
日
間
東
京
葛
飾

区
の
子
供
達
（
小
学
三
、
四
、
五
年

生
）
三
十
名
と
引
率
者
十
名
が
松
之

山
町
を
訪
れ
町
内
の
小
学
校
児
童
と

交
歓
会
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
計
画
で
は
キ
ャ
ン
プ
や
釣
り
、
探

鳥
会
、
植
物
昆
虫
採
集
、
山
の
ぽ
り
、

花
火
大
会
な
ど
の
野
外
活
動
を
や
り
、

葛
飾
の
子
供
に
は
町
の
一
般
家
庭
に

宿
泊
し
て
も
ら
い
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
ご

は
ん
と
山
菜
料
理
を
中
心
と
し
た
も

て
な
し
で
生
活
環
境
の
違
っ
た
土
地

の
風
景
、
風
俗
、
生
活
様
式
な
ど
を

　
過
密
都
市
の
東
京
葛
飾
区
と
過
疎
の
松
之
山
町
が
交
流
す
る
た
め
＼
五

月
二
十
一
日
葛
飾
区
の
長
パ
合
川
教
育
長
さ
ん
他
六
人
が
町
を
訪
れ
三
日
間

に
わ
た
り
実
地
踏
査
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
か
ら
は
町
長
、
教
育
長
、
学
校
長
ら
が
参
加
し
て
話
合
い
が
行
な
わ

れ
夏
休
み
に
松
之
山
町
で
「
子
ど
も
会
交
歓
会
し
の
実
施
と
、
大
厳
寺
高

原
に
堀
切
菖
蒲
園
か
ら
菖
蒲
の
株
を
分
け
て
も
ら
い
分
園
（
姉
妹
園
）
を

つ
く
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
町
長
が
旧
制
中
学
時
代
，
現
葛
飾
区
長
の
教
え
子
で
あ
つ
た
こ
と
が
縁

で
話
が
す
す
ん
だ
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

知
っ
て
も
ら
い
　
当
町
の
子
供
達
に

は
都
会
の
学
校
の
よ
う
す
を
知
り
集

合
活
動
を
体
験
し
な
が
ら
礼
儀
作
法

を
身
に
つ
け
、
積
極
的
な
た
く
ま
し

い
人
間
に
育
っ
て
ほ
し
い
と
の
ね
ら

い
で
お
た
が
い
に
交
流
を
深
め
な
が

ら
合
同
学
習
を
し
て
も
ら
い
ま
す
。

　
葛
飾
区
は
総
面
積
三
三
・
九
平
方

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
人
口
四
一
万
五
千
人
、

十
四
万
五
千
世
帯
、
小
学
校
が
五
五

校
児
童
数
三
万
五
千
人
、
中
学
校
二

十
四
校
生
徒
数
一
万
八
千
人
の
過
密

都
市
で
す
。

さ
れ
、
新
た
に
比
例
代
表
制
が
導
入

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
比
例

代
表
選
挙
は
、
候
補
者
個
人
で
は
な

く
政
党
に
投
票
す
る
選
挙
で
す
。

　
投
票
は
政
党
名
で
、
個
人
名
を
書

く
と
無
効
で
す
。
立
候
補
は
政
党
が

候
補
者
名
簿
を
提
出
し
、
選
挙
運
動

や
政
治
活
動
は
、
す
べ
て
政
党
が
行

い
、
個
人
に
よ
る
立
候
補
や
選
挙
運

動
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
当
選
人
数
は
、
各
政
党
の
得
票
数

大厳寺高原に

堀切菖蒲園の分園

に
比
例
し
て
配
分
さ
れ
、
候
補
者
名

簿
に
よ
り
、
上
位
か
ら
順
に
決
ま
り

ま
す
の
で
、
有
権
者
は
候
補
者
名
簿

や
各
政
党
の
政
策
を
よ
く
み
て
選
ぶ

政
党
を
決
め
て
く
だ
さ
い
。

　
選
挙
区
選
挙
（
地
方
区
）
の
制
度

は
、
こ
れ
ま
で
の
地
方
区
と
同
じ
く
、

投
票
用
紙
に
は
、
候
補
者
個
人
名
を

記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　
内
容
を
よ
く
理
解
し
て
大
切
な
一

票
を
投
じ
ま
し
ょ
う
。

　
七
月
二
十
日
過

ぎ
葛
飾
区
の
堀
切

菖
蒲
園
の
ア
ヤ
メ

三
百
株
と
花
菖
蒲

三
百
株
を
大
厳
寺

高
原
に
移
植
し
、

堀
切
菖
蒲
園
の
分

園
が
出
来
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

株
分
け
や
運
搬
、

技
術
は
葛
飾
区
の

皆
さ
ん
が
指
導
し

て
下
さ
る
こ
と
に

な
っ
て
お
り
、
二
、

三
年
後
に
は
本
格

的
な
菖
蒲
園
に
育

て
た
い
と
両
関
係

者
は
は
り
き
っ
て
い
ま
す
。

　
町
で
は
り
っ
ぱ
な
花
を
咲
か
せ
、

葛
飾
区
の
皆
さ
ん
か
ら
も
大
勢
見
に

来
て
も
ら
お
う
と
観
光
客
誘
致
に
期

待
し
て
い
ま
す
。

　
菖
蒲
の
お
礼
と
し
て
町
の
木
「
ブ

ナ
」
　
（
二
十
年
生
位
）
を
贈
り
葛
飾

区
の
公
園
に
”
松
之
山
の
森
”
を
造
っ

て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
堀
切
菖
蒲
園
は
む
か
し
江
戸
名
所

の
一
つ
と
し
て
知
ら
れ
、
広
重
、
豊

国
ら
の
浮
世
絵
の
題
材
と
な
っ
て
お

り
、
現
在
花
菖
蒲
の
種
類
も
約
二
十

種
六
千
株
に
お
よ
ぶ
名
園
で
す
。
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森林組合総代会

今年から木材の

受託販売を計画

五
十
七
年
度
好
実
績
で

　
　
　
　
　
「
造
林
奨
励
費
」
を
支
給

　
第
三
十
五
回
、
松
之
山
町
森
林
組

合
通
常
総
代
会
が
、
五
月
十
三
日
午

前
九
時
よ
り
、
自
然
休
養
村
管
理
セ

ン
タ
ー
に
於
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
五
十
七
年
度
事
業
報
告
書
、
五
十

八
年
度
事
業
計
画
書
な
ど
、
全
議
案

承
認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
昭
和
五
十
七
年
度
決
算
で
は
、
林

業
状
勢
が
極
め
て
厳
し
い
中
に
あ
っ

て
組
合
員
の
協
力
に
よ
り
良
い
実
績

を
上
げ
、
二
、
七
九
八
千
円
の
剰
余

金
を
出
し
、
二
〇
〇
万
円
を
任
意
積

立
金
等
、
内
部
留
保
の
充
実
を
は
か

り
、
経
営
の
健
全
化
を
進
め
ま
す
。

　
組
合
で
は
、
五
十
二
年
度
か
ら
、

五
十
五
年
度
ま
で
の
第
二
次
林
業
構

造
改
善
事
業
で
経
営
基
盤
で
あ
る
、

拡
大
造
林
を
進
め
、
施
設
整
備
を
し

て
、
再
建
の
基
礎
を
つ
く
り
、
昭
和

五
十
七
年
度
よ
り
山
村
林
業
構
造
改

善
事
業
に
取
組
み
、
二
次
林
構
を
基

に
、
坪
野
と
天
水
越
及
び
、
浦
田
亀

石
の
三
地
区
に
森
林
施
業
経
営
指
標

団
地
を
つ
く
り
、
六
四
・
一
ヘ
ク
タ

i
ル
の
下
刈
、
除
伐
な
ど
整
備
し
て

い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
施
設
に
あ
っ
て
は
、
作
業

班
の
人
員
輸
送
車
も
こ
の
事
業
で
整

備
さ
れ
、
奥
地
化
さ
れ
る
造
林
事
業

に
対
処
し
て
い
く
計
画
で
あ
り
ま
す
。

　
町
で
は
昭
和
五
十
七
年
度
、
森
林

総
合
整
備
事
業
の
指
定
を
受
け
、
今

ま
で
五
ヵ
年
問
の
下
刈
補
助
だ
っ
た

も
の
が
、
二
十
五
年
生
ま
で
補
助
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
森
林
総
合
整
備
事
業
で
は
、
五
力

年
で
造
林
百
十
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
計

画
し
て
お
り
、
五
十
七
年
度
は
、
遺

林
意
欲
高
揚
の
た
め
造
林
奨
励
金
を

支
払
い
、
造
林
が
拡
大
さ
れ
て
い
く

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
五
十
八
年
度
は
、
上
越
市
に
、
上

越
木
材
共
販
市
場
が
整
備
さ
れ
、
上

越
地
域
六
万
七
千
㎡
の
内
、
森
林
組

合
か
ら
九
パ
ー
セ
ン
ト
、
六
千
㎡
を

取
扱
う
計
画
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
に
と
も
な
っ
て
、
木
材
の
受

託
販
売
に
も
取
組
む
計
画
で
あ
る
。

　
五
十
七
年
度
、
希
望
館
は
、
町
か

ら
補
助
金
を
受
け
な
が
ら
、
売
上
一
、

三
二
六
万
円
、
利
益
五
万
七
千
円
と
、

毎
年
少
し
づ
つ
で
は
あ
る
が
経
営
が

よ
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
五
十
八
年
度
は
、
今
以
上
に
各
地

か
ら
観
光
客
が
多
数
来
て
下
さ
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

57年郡内

交
通
事
故
5
5
件
・
死
者
3
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0

　
　
　
　
違
反
（
取
締
り
）
⑳
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2

　
郡
交
通
安
全
協
会
総
会
が
五
月
六

日
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー
で
安
塚
警

察
署
長
を
迎
え
、
警
察
署
、
駐
在
所
、

郡
内
各
町
村
の
関
係
者
約
七
十
名
が

参
加
し
て
開
か
れ
ま
し
た
。

　
交
通
事
故
の
犠
牲
者
に
対
し
て
一

分
間
の
黙
と
う
の
あ
と
、
高
橋
会
長

が
「
昨
年
郡
内
で
発
生
し
た
交
通
事

故
は
五
十
五
件
、
負
傷
者
六
十
一
名
、

死
者
三
名
で
、
前
年
に
比
べ
て
件
数

と
負
傷
者
は
減
少
し
た
が
、
死
者
が

一
名
増
え
、
ま
こ
と
に
残
念
な
結
果

と
な
っ
た
。
こ
れ
か
ら
は
一
人
ひ
と

り
が
悲
惨
な
事
故
の
実
態
を
一
層
認

識
し
、
事
故
防
止
に
努
め
て
も
ら
い

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
さ
れ
ま
し
た
。

　
昭
和
五
十
七
年
度
の
事
業
報
告
、

収
支
決
算
報
告
、
五
十
八
年
度
事
業

計
画
、
予
算
審
議
な
ど
が
行
な
わ
れ

ま
し
た
。

　
五
十
八
年
度
の
事
業
計
画
は
次
の

よ
う
に
決
ま
り
ま
し
た
。

▽
免
許
申
請
時
等
の
窓
口
事
務
の
適

　
正
な
処
理
（
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
）

▽
各
種
交
通
安
全
運
動
、
事
故
防
止

　
運
動
の
実
施
。

▽
交
通
安
全
広
報
宣
伝
活
動
の
実
施

　
（
小
型
看
板
反
射
ポ
ー
ル
等
の
大

　
量
掲
出
）

▽
交
通
安
全
教
育
の
推
進
（
特
に
飲

　
酒
運
転
追
放
意
識
の
徹
底
）

▽
原
付
実
技
講
習
の
実
施
。

▽
交
通
安
全
施
策
に
つ
い
て
関
係
機

　
関
へ
の
陳
情
。

▽
優
良
運
転
者
、
交
通
功
労
者
の
表

　
彰
。

▽
車
庫
調
査
の
実
施
。

　
役
員
改
選
で
は
、
会
長
に
高
橋
新

一
氏
（
浦
川
原
）
副
会
長
佐
藤
末
三

氏
（
浦
川
原
）
金
井
信
義
氏
（
牧
村
）

村
山
佐
市
氏
（
松
之
山
）
が
再
任
さ

れ
ま
し
た
。

　
昨
年
の
郡
内
の
交
通
違
反
（
取
締

り
）
状
況
は
、
無
免
許
三
三
件
、
飲

酒
五
二
件
、
速
度
一
、
三
八
九
件
、

追
越
九
七
件
、
信
号
無
視
三
八
件
、

一
時
停
止
二
一
九
件
、
歩
行
者
防
害

九
件
、
駐
停
車
三
〇
件
、
そ
の
他
三

五
三
件
、
計
二
、
二
二
〇
件
と
な
っ

て
い
ま
す
。
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参
院
選
26
日
投
票
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
全
国
区

　
五
月
二
十
六
日
の
閣
議
で
、
参
議

院
選
挙
の
投
票
日
が
六
月
二
十
六
日

に
正
式
に
決
ま
り
、
三
日
に
公
示
さ

れ
選
挙
戦
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
昨
年
八
月
に
公
職
選
挙
法
が
改
正

さ
れ
、
今
回
の
参
院
選
か
ら
全
国
区

の
制
度
が
「
比
例
代
表
選
挙
」
に
変

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
問

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日

葛飾区と松之山町

子ども交歓会

8月3日～5日の3

・
初
の
比
例
代
表
選
挙

わ
り
、
候
補
者
個
人
で
は
な
く
政
党

に
投
票
し
ま
す
。

　
地
方
区
の
参
院
選
挙
は
「
選
挙
区

選
挙
」
に
名
称
は
変
わ
り
ま
し
た
が

今
ま
で
通
り
候
補
者
名
を
書
い
て
投

票
し
ま
す
。

比
例
代
衰
選
挙
は

　
　
　
政
党
に
投
票
す
る

　
　
　
　
　
　
　
選
挙
で
す

　
昭
和
五
十
八
年
の
参
議
院
通
常
選

挙
か
ら
、
参
議
院
全
国
区
制
が
改
正

　
八
月
三
日
か
ら
三
日
間
東
京
葛
飾

区
の
子
供
達
（
小
学
三
、
四
、
五
年

生
）
三
十
名
と
引
率
者
十
名
が
松
之

山
町
を
訪
れ
町
内
の
小
学
校
児
童
と

交
歓
会
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
計
画
で
は
キ
ャ
ン
プ
や
釣
り
、
探

鳥
会
、
植
物
昆
虫
採
集
、
山
の
ぽ
り
、

花
火
大
会
な
ど
の
野
外
活
動
を
や
り
、

葛
飾
の
子
供
に
は
町
の
一
般
家
庭
に

宿
泊
し
て
も
ら
い
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
ご

は
ん
と
山
菜
料
理
を
中
心
と
し
た
も

て
な
し
で
生
活
環
境
の
違
っ
た
土
地

の
風
景
、
風
俗
、
生
活
様
式
な
ど
を

　
過
密
都
市
の
東
京
葛
飾
区
と
過
疎
の
松
之
山
町
が
交
流
す
る
た
め
＼
五

月
二
十
一
日
葛
飾
区
の
長
パ
合
川
教
育
長
さ
ん
他
六
人
が
町
を
訪
れ
三
日
間

に
わ
た
り
実
地
踏
査
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
か
ら
は
町
長
、
教
育
長
、
学
校
長
ら
が
参
加
し
て
話
合
い
が
行
な
わ

れ
夏
休
み
に
松
之
山
町
で
「
子
ど
も
会
交
歓
会
し
の
実
施
と
、
大
厳
寺
高

原
に
堀
切
菖
蒲
園
か
ら
菖
蒲
の
株
を
分
け
て
も
ら
い
分
園
（
姉
妹
園
）
を

つ
く
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
町
長
が
旧
制
中
学
時
代
，
現
葛
飾
区
長
の
教
え
子
で
あ
つ
た
こ
と
が
縁

で
話
が
す
す
ん
だ
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

知
っ
て
も
ら
い
　
当
町
の
子
供
達
に

は
都
会
の
学
校
の
よ
う
す
を
知
り
集

合
活
動
を
体
験
し
な
が
ら
礼
儀
作
法

を
身
に
つ
け
、
積
極
的
な
た
く
ま
し

い
人
間
に
育
っ
て
ほ
し
い
と
の
ね
ら

い
で
お
た
が
い
に
交
流
を
深
め
な
が

ら
合
同
学
習
を
し
て
も
ら
い
ま
す
。

　
葛
飾
区
は
総
面
積
三
三
・
九
平
方

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
人
口
四
一
万
五
千
人
、

十
四
万
五
千
世
帯
、
小
学
校
が
五
五

校
児
童
数
三
万
五
千
人
、
中
学
校
二

十
四
校
生
徒
数
一
万
八
千
人
の
過
密

都
市
で
す
。

さ
れ
、
新
た
に
比
例
代
表
制
が
導
入

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
比
例

代
表
選
挙
は
、
候
補
者
個
人
で
は
な

く
政
党
に
投
票
す
る
選
挙
で
す
。

　
投
票
は
政
党
名
で
、
個
人
名
を
書

く
と
無
効
で
す
。
立
候
補
は
政
党
が

候
補
者
名
簿
を
提
出
し
、
選
挙
運
動

や
政
治
活
動
は
、
す
べ
て
政
党
が
行

い
、
個
人
に
よ
る
立
候
補
や
選
挙
運

動
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
当
選
人
数
は
、
各
政
党
の
得
票
数

大厳寺高原に

堀切菖蒲園の分園

に
比
例
し
て
配
分
さ
れ
、
候
補
者
名

簿
に
よ
り
、
上
位
か
ら
順
に
決
ま
り

ま
す
の
で
、
有
権
者
は
候
補
者
名
簿

や
各
政
党
の
政
策
を
よ
く
み
て
選
ぶ

政
党
を
決
め
て
く
だ
さ
い
。

　
選
挙
区
選
挙
（
地
方
区
）
の
制
度

は
、
こ
れ
ま
で
の
地
方
区
と
同
じ
く
、

投
票
用
紙
に
は
、
候
補
者
個
人
名
を

記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　
内
容
を
よ
く
理
解
し
て
大
切
な
一

票
を
投
じ
ま
し
ょ
う
。

　
七
月
二
十
日
過

ぎ
葛
飾
区
の
堀
切

菖
蒲
園
の
ア
ヤ
メ

三
百
株
と
花
菖
蒲

三
百
株
を
大
厳
寺

高
原
に
移
植
し
、

堀
切
菖
蒲
園
の
分

園
が
出
来
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

株
分
け
や
運
搬
、

技
術
は
葛
飾
区
の

皆
さ
ん
が
指
導
し

て
下
さ
る
こ
と
に

な
っ
て
お
り
、
二
、

三
年
後
に
は
本
格

的
な
菖
蒲
園
に
育

て
た
い
と
両
関
係

者
は
は
り
き
っ
て
い
ま
す
。

　
町
で
は
り
っ
ぱ
な
花
を
咲
か
せ
、

葛
飾
区
の
皆
さ
ん
か
ら
も
大
勢
見
に

来
て
も
ら
お
う
と
観
光
客
誘
致
に
期

待
し
て
い
ま
す
。

　
菖
蒲
の
お
礼
と
し
て
町
の
木
「
ブ

ナ
」
　
（
二
十
年
生
位
）
を
贈
り
葛
飾

区
の
公
園
に
”
松
之
山
の
森
”
を
造
っ

て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
堀
切
菖
蒲
園
は
む
か
し
江
戸
名
所

の
一
つ
と
し
て
知
ら
れ
、
広
重
、
豊

国
ら
の
浮
世
絵
の
題
材
と
な
っ
て
お

り
、
現
在
花
菖
蒲
の
種
類
も
約
二
十

種
六
千
株
に
お
よ
ぶ
名
園
で
す
。
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森林組合総代会

今年から木材の

受託販売を計画

五
十
七
年
度
好
実
績
で

　
　
　
　
　
「
造
林
奨
励
費
」
を
支
給

　
第
三
十
五
回
、
松
之
山
町
森
林
組

合
通
常
総
代
会
が
、
五
月
十
三
日
午

前
九
時
よ
り
、
自
然
休
養
村
管
理
セ

ン
タ
ー
に
於
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
五
十
七
年
度
事
業
報
告
書
、
五
十

八
年
度
事
業
計
画
書
な
ど
、
全
議
案

承
認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
昭
和
五
十
七
年
度
決
算
で
は
、
林

業
状
勢
が
極
め
て
厳
し
い
中
に
あ
っ

て
組
合
員
の
協
力
に
よ
り
良
い
実
績

を
上
げ
、
二
、
七
九
八
千
円
の
剰
余

金
を
出
し
、
二
〇
〇
万
円
を
任
意
積

立
金
等
、
内
部
留
保
の
充
実
を
は
か

り
、
経
営
の
健
全
化
を
進
め
ま
す
。

　
組
合
で
は
、
五
十
二
年
度
か
ら
、

五
十
五
年
度
ま
で
の
第
二
次
林
業
構

造
改
善
事
業
で
経
営
基
盤
で
あ
る
、

拡
大
造
林
を
進
め
、
施
設
整
備
を
し

て
、
再
建
の
基
礎
を
つ
く
り
、
昭
和

五
十
七
年
度
よ
り
山
村
林
業
構
造
改

善
事
業
に
取
組
み
、
二
次
林
構
を
基

に
、
坪
野
と
天
水
越
及
び
、
浦
田
亀

石
の
三
地
区
に
森
林
施
業
経
営
指
標

団
地
を
つ
く
り
、
六
四
・
一
ヘ
ク
タ

i
ル
の
下
刈
、
除
伐
な
ど
整
備
し
て

い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
施
設
に
あ
っ
て
は
、
作
業

班
の
人
員
輸
送
車
も
こ
の
事
業
で
整

備
さ
れ
、
奥
地
化
さ
れ
る
造
林
事
業

に
対
処
し
て
い
く
計
画
で
あ
り
ま
す
。

　
町
で
は
昭
和
五
十
七
年
度
、
森
林

総
合
整
備
事
業
の
指
定
を
受
け
、
今

ま
で
五
ヵ
年
問
の
下
刈
補
助
だ
っ
た

も
の
が
、
二
十
五
年
生
ま
で
補
助
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
森
林
総
合
整
備
事
業
で
は
、
五
力

年
で
造
林
百
十
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
計

画
し
て
お
り
、
五
十
七
年
度
は
、
遺

林
意
欲
高
揚
の
た
め
造
林
奨
励
金
を

支
払
い
、
造
林
が
拡
大
さ
れ
て
い
く

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
五
十
八
年
度
は
、
上
越
市
に
、
上

越
木
材
共
販
市
場
が
整
備
さ
れ
、
上

越
地
域
六
万
七
千
㎡
の
内
、
森
林
組

合
か
ら
九
パ
ー
セ
ン
ト
、
六
千
㎡
を

取
扱
う
計
画
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
に
と
も
な
っ
て
、
木
材
の
受

託
販
売
に
も
取
組
む
計
画
で
あ
る
。

　
五
十
七
年
度
、
希
望
館
は
、
町
か

ら
補
助
金
を
受
け
な
が
ら
、
売
上
一
、

三
二
六
万
円
、
利
益
五
万
七
千
円
と
、

毎
年
少
し
づ
つ
で
は
あ
る
が
経
営
が

よ
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
五
十
八
年
度
は
、
今
以
上
に
各
地

か
ら
観
光
客
が
多
数
来
て
下
さ
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

57年郡内

交
通
事
故
5
5
件
・
死
者
3
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0
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取
締
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郡
交
通
安
全
協
会
総
会
が
五
月
六

日
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー
で
安
塚
警

察
署
長
を
迎
え
、
警
察
署
、
駐
在
所
、

郡
内
各
町
村
の
関
係
者
約
七
十
名
が

参
加
し
て
開
か
れ
ま
し
た
。

　
交
通
事
故
の
犠
牲
者
に
対
し
て
一

分
間
の
黙
と
う
の
あ
と
、
高
橋
会
長

が
「
昨
年
郡
内
で
発
生
し
た
交
通
事

故
は
五
十
五
件
、
負
傷
者
六
十
一
名
、

死
者
三
名
で
、
前
年
に
比
べ
て
件
数

と
負
傷
者
は
減
少
し
た
が
、
死
者
が

一
名
増
え
、
ま
こ
と
に
残
念
な
結
果

と
な
っ
た
。
こ
れ
か
ら
は
一
人
ひ
と

り
が
悲
惨
な
事
故
の
実
態
を
一
層
認

識
し
、
事
故
防
止
に
努
め
て
も
ら
い

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
さ
れ
ま
し
た
。

　
昭
和
五
十
七
年
度
の
事
業
報
告
、

収
支
決
算
報
告
、
五
十
八
年
度
事
業

計
画
、
予
算
審
議
な
ど
が
行
な
わ
れ

ま
し
た
。

　
五
十
八
年
度
の
事
業
計
画
は
次
の

よ
う
に
決
ま
り
ま
し
た
。

▽
免
許
申
請
時
等
の
窓
口
事
務
の
適

　
正
な
処
理
（
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
）

▽
各
種
交
通
安
全
運
動
、
事
故
防
止

　
運
動
の
実
施
。

▽
交
通
安
全
広
報
宣
伝
活
動
の
実
施

　
（
小
型
看
板
反
射
ポ
ー
ル
等
の
大

　
量
掲
出
）

▽
交
通
安
全
教
育
の
推
進
（
特
に
飲

　
酒
運
転
追
放
意
識
の
徹
底
）

▽
原
付
実
技
講
習
の
実
施
。

▽
交
通
安
全
施
策
に
つ
い
て
関
係
機

　
関
へ
の
陳
情
。

▽
優
良
運
転
者
、
交
通
功
労
者
の
表

　
彰
。

▽
車
庫
調
査
の
実
施
。

　
役
員
改
選
で
は
、
会
長
に
高
橋
新

一
氏
（
浦
川
原
）
副
会
長
佐
藤
末
三

氏
（
浦
川
原
）
金
井
信
義
氏
（
牧
村
）

村
山
佐
市
氏
（
松
之
山
）
が
再
任
さ

れ
ま
し
た
。

　
昨
年
の
郡
内
の
交
通
違
反
（
取
締

り
）
状
況
は
、
無
免
許
三
三
件
、
飲

酒
五
二
件
、
速
度
一
、
三
八
九
件
、

追
越
九
七
件
、
信
号
無
視
三
八
件
、

一
時
停
止
二
一
九
件
、
歩
行
者
防
害

九
件
、
駐
停
車
三
〇
件
、
そ
の
他
三

五
三
件
、
計
二
、
二
二
〇
件
と
な
っ

て
い
ま
す
。
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環境週間　　　　　　　　　　　　　　6月5日～11日
　　　　　　　　　　　　　わが町を緑に

　　　　　　　　緑のある風景は、わたしたちの心に安らぎと潤いを与えてくれます。

　　　　　　　　さらに“緑は健康によい”一植物が空気中に出すフィトンチッドとい
　　　　　　　う芳香性の物質は、　“殺菌作用”があって健康によいということから、

　　　　　　　新たな注目を集めるようになりました。
　　　　　　　　緑が町にあふれるよう、緑を大切にする心を育て“緑の効用”を見直

　　　　　　　しましょう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

酸
素
を
つ
く
り
出
し

　
　
　
　
　
大
気
の
汚
れ
を
浄
化
す
る

　
植
物
は
、
空
気
中
の
二
酸
化
炭
素

を
取
り
入
れ
、
光
合
成
に
よ
っ
て
酸

素
を
発
生
し
ま
す
。
酸
素
は
い
う
ま

で
も
な
く
、
人
間
が
生
き
る
う
え
で

な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
す
。

　
地
球
上
で
こ
の
酸
素
を
発
生
し
て

い
る
の
は
、
植
物
だ
け
な
の
で
す
。

で
は
、
ど
の
く
ら
い
酸
素
が
つ
く
り

出
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
人

間
一
人
が
一
年
間
に
吸
う
酸
素
の
量

は
、
杉
の
木
十
六
本
分
（
約
三
十
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
“
緑
”

生
で
幹
の
太
さ
が
十
六
セ
ン
チ
く
ら

い
）
で
ま
か
な
わ
れ
て
い
る
の
で
す
。

l
I
人
間
は
も
と
よ
り
、
酸
素
を
吸

っ
て
生
活
し
て
い
る
生
物
は
、
す
べ

て
植
物
の
お
か
げ
で
生
き
て
い
る
の

だ
と
い
う
こ
と
を
改
め
て
思
い
起
こ

し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
植
物
は
、
空
気
中
の
ホ
コ
リ

や
ば
い
煙
を
少
な
く
す
る
と
い
う
働

き
も
し
て
い
ま
す
。

　
山
な
ど
へ
行
き
、
森
林
に
一
歩
足

生
活
を
守
る
“
み
ど
り
”

　
わ
た
し
た
ち
の
生
活
は
、
い
ろ
い

ろ
な
面
で
緑
の
恩
恵
を
受
け
て
い
ま

す
。　

身
近
な
も
の
だ
と
、
風
や
火
か
ら

家
や
耕
地
を
守
る
〃
防
風
林
〃
“
防
火

林
〃
。
騒
音
を
遮
っ
て
く
れ
る
”
防
音

林
”
…
…
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
大
き
な
意
味
で
は
、
樹
木

の
根
が
大
地
を
が
っ
ち
り
つ
か
み
、

土
砂
崩
れ
を
紡
い
だ
り
”
自
然
の
ダ

安
ら
ぎ
を
与
え
て
く
れ
る
“
ミ
ド
リ
”

　
“
緑
”
に
は
、
わ
た
し
た
ち
に
心

理
的
・
生
理
的
に
安
ら
ぎ
を
与
え
て

く
れ
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　
人
は
生
活
し
て
い
る
地
域
が
”
緑
”

の
少
な
い
場
所
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど

”
緑
”
を
求
め
て
行
動
す
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
行
動
は
、
”
緑
肺

自
然
”
に
対
し
て
”
安
ら
ぎ
”
を
求

め
て
い
る
表
れ
な
の
だ
そ
う
で
す
。

　
一
方
、
森
林
は
そ
れ
に
こ
た
え
る

よ
う
に
わ
た
し
た
ち
を
受
け
入
れ
て

く
れ
ま
す
。
そ
れ
も
、
わ
た
し
た
ち
の

体
に
よ
い
影
響
を
与
え
る
フ
ィ
ト
ン

チ
ッ
ド
と
呼
ば
れ
る
物
質
を
空
気
の

中
に
含
ま
せ
て
で
す
。
　
〃
フ
ィ
ト
ン

チ
ッ
ド
”
と
は
、
植
物
が
出
す
芳
香

性
の
物
質
で
、
植
物
に
取
り
付
こ
う

と
す
る
微
生
物
や
細
菌
を
”
殺
す
”

役
目
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
こ
の
フ

ィ
ト
ン
チ
ッ
ド
が
、
人
間
の
た
め
に

よ
い
影
響
を
与
え
て
い
る
と
い
う
こ

と
が
分
か
っ
て
き
た
の
で
す
。
諸
外

を
踏
み
入
れ
る
と
、
空
気
が
お
い
し

く
、
す
が
す
が
し
く
感
じ
る
と
思
い

ま
す
。
そ
れ
は
森
の
“
緑
”
が
ホ
コ

リ
や
チ
リ
を
木
の
葉
や
幹
、
枝
な
ど

に
付
着
さ
せ
、
空
気
を
き
れ
い
に
し

て
い
る
か
ら
な
の
で
す
。

　
酸
素
を
つ
く
り
出
す
一
方
、
空
気

の
汚
れ
を
浄
化
す
る
植
物
　
　
わ
た

し
た
ち
の
生
活
に
と
っ
て
な
く
て
は

な
ら
な
い
も
の
で
す
。

ム
”
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
水
資
源
を

か
ん酒

養
す
る
と
い
っ
た
働
き
を
し
て
い

ま
す
。
樹
木
は
”
縁
の
下
の
力
持
ち
〃
的

な
役
目
を
果
た
し
、
わ
た
し
た
ち
の

生
活
を
守
っ
て
く
れ
て
い
る
の
で
す
。

国
で
は
、
心
身
の
健
康
の
た
め
に
森

林
に
入
り
、
胸
い
っ
ぱ
い
森
林
の
空

気
を
吸
い
、
体
い
っ
ぱ
い
に
空
気
を

浴
び
る
と
い
う
〃
森
林
療
法
〃
を
行

っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

　
緑
は
単
に
酸
素
の
補
給
、
大
気
汚

染
の
浄
化
作
用
、
騒
音
防
止
な
ど
と

い
っ
た
効
果
ば
か
り
で
な
く
、
人
間

の
心
理
、
生
理
的
な
面
で
の
安
ら
ぎ

を
与
え
て
く
れ
る
と
い
う
意
味
で
も

大
い
に
役
立
っ
て
い
る
の
で
す
。
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『
天
水
越
の
ブ
ナ
林
」
が

日
本
の
自
然
一
〇
〇
選
に

　
い
ま
、
国
内
の
み
な
ら
ず
、
地
球

的
規
模
で
”
緑
を
守
ろ
う
”
と
の
気

運
が
高
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
そ
う

し
た
と
き
に
、
わ
が
町
の
住
民
の
誇

り
の
シ
ン
ボ
ル
と
い
う
べ
き
、
大
厳

寺
原
一
帯
に
広
が
る
「
天
水
越
の
ブ

ナ
林
」
が
見
事
、
　
「
二
十
一
世
紀
に

残
し
た
い
日
本
の
自
然
一
〇
〇
選
㌧

に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
ど
朝
日
新
聞
社
と
森
林
文

化
協
会
か
ら
選
定
状
（
写
真
）
が
、

町
あ
て
に
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。
全
国

か
ら
の
応
募
四
万
五
千
八
百
四
十
七

景
の
中
か
ら
一
〇
〇
ヵ
所
、
専
門
家

の
厳
選
を
受
け
た
も
の
で
あ
り
、
町

民
の
誇
り
「
心
の
ふ
る
さ
と
」
と
し

て
、
子
孫
に
伝
え
残
そ
う
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

皿
墓
療
蕪
薫
叢
講
羅

　
慧
難
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厚
生
行
政
基
礎
調
査
に

　
　
　
　
　
　
　
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
厚
生
省
で
は
、
厚
生
行
政
全
般
の

基
礎
資
料
を
得
る
た
め
に
、
厚
生
行

政
基
礎
調
査
を
昭
和
二
十
八
年
以
来

毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
六
月
二
日
に
、
全
国
の
世

帯
を
対
象
と
し
て
無
作
為
に
抽
出
し

た
一
、
八
○
○
地
区
の
約
九
万
世
帯
、

町
内
で
は
、
上
川
手
地
区
の
三
十
八

世
帯
で
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
調
査
は
、
厚
生
省
が
わ
た
し

た
ち
の
健
康
や
生
活
の
状
況
を
知
り
、

よ
り
充
実
し
た
厚
生
行
政
を
行
う
た

め
の
も
の
で
、
得
ら
れ
た
資
料
は
、

わ
た
し
た
ち
の
生
活
に
密
着
し
た
厚

生
行
政
を
推
進
し
て
い
く
上
で
、
た

い
へ
ん
重
要
な
も
の
と
な
り
ま
す
。

　
今
年
の
厚
生
行
政
基
礎
調
査
で
は

次
の
よ
う
な
こ
と
に
つ
い
て
、
お
聞

き
し
ま
し
た
。

①
世
帯
構
成

②
医
療
保
険
の
加
入
状
況

③
傷
病
状
況

④
公
的
年
金
・
恩
給
の
受
給
状
況

⑤
世
帯
の
状
況
（
五
月
の
現
金
支
出
）

　　　　　　　　　　　　．轟　　　　　　　　　　蘇　　　　　　　　㊨、　　　　，難　　濤、保

　保育料が6月分から、国の昭和58年度保育所徴収金基準額

表に準じて改正されました。

　例えば、4歳児のC1階層では月額150円（3．2％）D3では

200円（1．8％）D6～12では340円（1．5％）引き上げられています。

1世帯から2人以上入所している場合1人分半額で、2子以

降について（〉内の額が加算されます。

昭和58年保育料
（6月から月額）

区　　　　　　分 3歳未満児 3　歳児 4歳以上児

A 生活保護法による被保護世帯 円
0

円
0

円
0

B
A階層を除き前年度分の町民税非

課税世帯

（2，360）

　4，730

（1，600）

　3，200

（1，600）

3，200

C1
A階層及びD階層
を除き前年度分の

町民税の課税世帯

であってその町民

税の額の区分が次

の区分に該当する

世帯

均等割の額のみ
（所得割の額のない

世帯）

（3，550）

　7，100

（2，400）

　4，800

（2，400）

　4，800

C2
所得割の額が

5，000円未満

（3，870）

　7，750

（2，720）

　5，450

（2，720）

　5，450

C3
所得割の額が

5，000円以上

（4，400）

　8，800

（3，250）

　6，500

（3，250）

　6，500

D1

A階層及びB階層

を除き前年分の所

得税課税世帯であ

ってその所得税の

額の区分が次の区

分に該当する世帯

3，000円未満
（4，800）

　9，600

（3，650〉

　7，300

（3，650）

　7，300

D2
3，000円以上

15，000円未満

（5，620）

11，250

（4，470）

　8，950

（4，470）

　8，950

D3
15，000円以上

30，000円未満

（6，750）

13，500

（5，600）

11，200

（5，600〉

11，200

D4
30，000円以上

60，000円未満

（9，100）

18，200

（7，950）

15，900

（7，950）

15，900

D5
60，000円以上

90，000円未満

（12，000）

24，000

（10，850）

21，700

（10，850）

21，700

D6
90，000円以上

120，000円未満

（15，070）

30，150

（13，230）

26，460

（11，540）

23，080

D7
120，000円以上

150，000円未満

（18，800）

37，600

（13，230）

26，460

（11，540）

23，080

D8
150，000円以上

180，000円未満

（21，220）

42，450

（13，230）

26，460

（11，540）

23，080

D9
180，000円以上

210，000円未満

（23，220）

46，450

（13，230）

26，460

（11，540）

23，080

D10
210，000円以上

240，000円未満

（25，120）

50，250

D11
240，000円以上

270，・000円未満

（26，300）

52，600

D12 270，000円以上
（26，690）

53，380
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環境週間　　　　　　　　　　　　　　6月5日～11日
　　　　　　　　　　　　　わが町を緑に

　　　　　　　　緑のある風景は、わたしたちの心に安らぎと潤いを与えてくれます。

　　　　　　　　さらに“緑は健康によい”一植物が空気中に出すフィトンチッドとい
　　　　　　　う芳香性の物質は、　“殺菌作用”があって健康によいということから、

　　　　　　　新たな注目を集めるようになりました。
　　　　　　　　緑が町にあふれるよう、緑を大切にする心を育て“緑の効用”を見直

　　　　　　　しましょう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

酸
素
を
つ
く
り
出
し

　
　
　
　
　
大
気
の
汚
れ
を
浄
化
す
る

　
植
物
は
、
空
気
中
の
二
酸
化
炭
素

を
取
り
入
れ
、
光
合
成
に
よ
っ
て
酸

素
を
発
生
し
ま
す
。
酸
素
は
い
う
ま

で
も
な
く
、
人
間
が
生
き
る
う
え
で

な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
す
。

　
地
球
上
で
こ
の
酸
素
を
発
生
し
て

い
る
の
は
、
植
物
だ
け
な
の
で
す
。

で
は
、
ど
の
く
ら
い
酸
素
が
つ
く
り

出
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
人

間
一
人
が
一
年
間
に
吸
う
酸
素
の
量

は
、
杉
の
木
十
六
本
分
（
約
三
十
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
“
緑
”

生
で
幹
の
太
さ
が
十
六
セ
ン
チ
く
ら

い
）
で
ま
か
な
わ
れ
て
い
る
の
で
す
。

l
I
人
間
は
も
と
よ
り
、
酸
素
を
吸

っ
て
生
活
し
て
い
る
生
物
は
、
す
べ

て
植
物
の
お
か
げ
で
生
き
て
い
る
の

だ
と
い
う
こ
と
を
改
め
て
思
い
起
こ

し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
植
物
は
、
空
気
中
の
ホ
コ
リ

や
ば
い
煙
を
少
な
く
す
る
と
い
う
働

き
も
し
て
い
ま
す
。

　
山
な
ど
へ
行
き
、
森
林
に
一
歩
足

生
活
を
守
る
“
み
ど
り
”

　
わ
た
し
た
ち
の
生
活
は
、
い
ろ
い

ろ
な
面
で
緑
の
恩
恵
を
受
け
て
い
ま

す
。　

身
近
な
も
の
だ
と
、
風
や
火
か
ら

家
や
耕
地
を
守
る
〃
防
風
林
〃
“
防
火

林
〃
。
騒
音
を
遮
っ
て
く
れ
る
”
防
音

林
”
…
…
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
大
き
な
意
味
で
は
、
樹
木

の
根
が
大
地
を
が
っ
ち
り
つ
か
み
、

土
砂
崩
れ
を
紡
い
だ
り
”
自
然
の
ダ

安
ら
ぎ
を
与
え
て
く
れ
る
“
ミ
ド
リ
”

　
“
緑
”
に
は
、
わ
た
し
た
ち
に
心

理
的
・
生
理
的
に
安
ら
ぎ
を
与
え
て

く
れ
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　
人
は
生
活
し
て
い
る
地
域
が
”
緑
”

の
少
な
い
場
所
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど

”
緑
”
を
求
め
て
行
動
す
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
行
動
は
、
”
緑
肺

自
然
”
に
対
し
て
”
安
ら
ぎ
”
を
求

め
て
い
る
表
れ
な
の
だ
そ
う
で
す
。

　
一
方
、
森
林
は
そ
れ
に
こ
た
え
る

よ
う
に
わ
た
し
た
ち
を
受
け
入
れ
て

く
れ
ま
す
。
そ
れ
も
、
わ
た
し
た
ち
の

体
に
よ
い
影
響
を
与
え
る
フ
ィ
ト
ン

チ
ッ
ド
と
呼
ば
れ
る
物
質
を
空
気
の

中
に
含
ま
せ
て
で
す
。
　
〃
フ
ィ
ト
ン

チ
ッ
ド
”
と
は
、
植
物
が
出
す
芳
香

性
の
物
質
で
、
植
物
に
取
り
付
こ
う

と
す
る
微
生
物
や
細
菌
を
”
殺
す
”

役
目
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
こ
の
フ

ィ
ト
ン
チ
ッ
ド
が
、
人
間
の
た
め
に

よ
い
影
響
を
与
え
て
い
る
と
い
う
こ

と
が
分
か
っ
て
き
た
の
で
す
。
諸
外

を
踏
み
入
れ
る
と
、
空
気
が
お
い
し

く
、
す
が
す
が
し
く
感
じ
る
と
思
い

ま
す
。
そ
れ
は
森
の
“
緑
”
が
ホ
コ

リ
や
チ
リ
を
木
の
葉
や
幹
、
枝
な
ど

に
付
着
さ
せ
、
空
気
を
き
れ
い
に
し

て
い
る
か
ら
な
の
で
す
。

　
酸
素
を
つ
く
り
出
す
一
方
、
空
気

の
汚
れ
を
浄
化
す
る
植
物
　
　
わ
た

し
た
ち
の
生
活
に
と
っ
て
な
く
て
は

な
ら
な
い
も
の
で
す
。

ム
”
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
水
資
源
を

か
ん酒

養
す
る
と
い
っ
た
働
き
を
し
て
い

ま
す
。
樹
木
は
”
縁
の
下
の
力
持
ち
〃
的

な
役
目
を
果
た
し
、
わ
た
し
た
ち
の

生
活
を
守
っ
て
く
れ
て
い
る
の
で
す
。

国
で
は
、
心
身
の
健
康
の
た
め
に
森

林
に
入
り
、
胸
い
っ
ぱ
い
森
林
の
空

気
を
吸
い
、
体
い
っ
ぱ
い
に
空
気
を

浴
び
る
と
い
う
〃
森
林
療
法
〃
を
行

っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

　
緑
は
単
に
酸
素
の
補
給
、
大
気
汚

染
の
浄
化
作
用
、
騒
音
防
止
な
ど
と

い
っ
た
効
果
ば
か
り
で
な
く
、
人
間

の
心
理
、
生
理
的
な
面
で
の
安
ら
ぎ

を
与
え
て
く
れ
る
と
い
う
意
味
で
も

大
い
に
役
立
っ
て
い
る
の
で
す
。
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『
天
水
越
の
ブ
ナ
林
」
が

日
本
の
自
然
一
〇
〇
選
に

　
い
ま
、
国
内
の
み
な
ら
ず
、
地
球

的
規
模
で
”
緑
を
守
ろ
う
”
と
の
気

運
が
高
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
そ
う

し
た
と
き
に
、
わ
が
町
の
住
民
の
誇

り
の
シ
ン
ボ
ル
と
い
う
べ
き
、
大
厳

寺
原
一
帯
に
広
が
る
「
天
水
越
の
ブ

ナ
林
」
が
見
事
、
　
「
二
十
一
世
紀
に

残
し
た
い
日
本
の
自
然
一
〇
〇
選
㌧

に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
ど
朝
日
新
聞
社
と
森
林
文

化
協
会
か
ら
選
定
状
（
写
真
）
が
、

町
あ
て
に
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。
全
国

か
ら
の
応
募
四
万
五
千
八
百
四
十
七

景
の
中
か
ら
一
〇
〇
ヵ
所
、
専
門
家

の
厳
選
を
受
け
た
も
の
で
あ
り
、
町

民
の
誇
り
「
心
の
ふ
る
さ
と
」
と
し

て
、
子
孫
に
伝
え
残
そ
う
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

皿
墓
療
蕪
薫
叢
講
羅

　
慧
難
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厚
生
行
政
基
礎
調
査
に

　
　
　
　
　
　
　
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
厚
生
省
で
は
、
厚
生
行
政
全
般
の

基
礎
資
料
を
得
る
た
め
に
、
厚
生
行

政
基
礎
調
査
を
昭
和
二
十
八
年
以
来

毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
六
月
二
日
に
、
全
国
の
世

帯
を
対
象
と
し
て
無
作
為
に
抽
出
し

た
一
、
八
○
○
地
区
の
約
九
万
世
帯
、

町
内
で
は
、
上
川
手
地
区
の
三
十
八

世
帯
で
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
調
査
は
、
厚
生
省
が
わ
た
し

た
ち
の
健
康
や
生
活
の
状
況
を
知
り
、

よ
り
充
実
し
た
厚
生
行
政
を
行
う
た

め
の
も
の
で
、
得
ら
れ
た
資
料
は
、

わ
た
し
た
ち
の
生
活
に
密
着
し
た
厚

生
行
政
を
推
進
し
て
い
く
上
で
、
た

い
へ
ん
重
要
な
も
の
と
な
り
ま
す
。

　
今
年
の
厚
生
行
政
基
礎
調
査
で
は

次
の
よ
う
な
こ
と
に
つ
い
て
、
お
聞

き
し
ま
し
た
。

①
世
帯
構
成

②
医
療
保
険
の
加
入
状
況

③
傷
病
状
況

④
公
的
年
金
・
恩
給
の
受
給
状
況

⑤
世
帯
の
状
況
（
五
月
の
現
金
支
出
）

　　　　　　　　　　　　．轟　　　　　　　　　　蘇　　　　　　　　㊨、　　　　，難　　濤、保

　保育料が6月分から、国の昭和58年度保育所徴収金基準額

表に準じて改正されました。

　例えば、4歳児のC1階層では月額150円（3．2％）D3では

200円（1．8％）D6～12では340円（1．5％）引き上げられています。

1世帯から2人以上入所している場合1人分半額で、2子以

降について（〉内の額が加算されます。

昭和58年保育料
（6月から月額）

区　　　　　　分 3歳未満児 3　歳児 4歳以上児

A 生活保護法による被保護世帯 円
0

円
0

円
0

B
A階層を除き前年度分の町民税非

課税世帯

（2，360）

　4，730

（1，600）

　3，200

（1，600）

3，200

C1
A階層及びD階層
を除き前年度分の

町民税の課税世帯

であってその町民

税の額の区分が次

の区分に該当する

世帯

均等割の額のみ
（所得割の額のない

世帯）

（3，550）

　7，100

（2，400）

　4，800

（2，400）

　4，800

C2
所得割の額が

5，000円未満

（3，870）

　7，750

（2，720）

　5，450

（2，720）

　5，450

C3
所得割の額が

5，000円以上

（4，400）

　8，800

（3，250）

　6，500

（3，250）

　6，500

D1

A階層及びB階層

を除き前年分の所

得税課税世帯であ

ってその所得税の

額の区分が次の区

分に該当する世帯

3，000円未満
（4，800）

　9，600

（3，650〉

　7，300

（3，650）

　7，300

D2
3，000円以上

15，000円未満

（5，620）

11，250

（4，470）

　8，950

（4，470）

　8，950

D3
15，000円以上

30，000円未満

（6，750）

13，500

（5，600）

11，200

（5，600〉

11，200

D4
30，000円以上

60，000円未満

（9，100）

18，200

（7，950）

15，900

（7，950）

15，900

D5
60，000円以上

90，000円未満

（12，000）

24，000

（10，850）

21，700

（10，850）

21，700

D6
90，000円以上

120，000円未満

（15，070）

30，150

（13，230）

26，460

（11，540）

23，080

D7
120，000円以上

150，000円未満

（18，800）

37，600

（13，230）

26，460

（11，540）

23，080

D8
150，000円以上

180，000円未満

（21，220）

42，450

（13，230）

26，460

（11，540）

23，080

D9
180，000円以上

210，000円未満

（23，220）

46，450

（13，230）

26，460

（11，540）

23，080

D10
210，000円以上

240，000円未満

（25，120）

50，250

D11
240，000円以上

270，・000円未満

（26，300）

52，600

D12 270，000円以上
（26，690）

53，380
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「道路運送車両法』の改正

車検期間が

延長されました

　
七
月
一
日
か
ら
自
動
車
の
”
健
康

診
断
”
と
も
い
え
る
車
検
の
期
問
が

延
長
さ
れ
ま
す
。
と
同
時
に
、
定
期

点
検
の
点
検
項
目
が
簡
素
化
さ
れ
、

特
に
六
か
月
こ
と
に
行
う
定
期
点
検

は
、
自
動
車
の
構
造
・
装
置
に
つ
い

て
基
礎
的
な
技
術
知
識
を
持
つ
ユ
ー

ザ
ー
で
あ
れ
ば
で
き
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
変
更
は
「
通
路
運
送
車

両
法
」
の
改
正
に
伴
う
関
係
省
令
の

改
正
に
よ
り
実
施
さ
れ
る
も
の
で
す
。

主
な
改
正
点
、
特
に
ユ
ー
ザ
ー
自
身

で
で
き
る
点
検
方
法
な
ど
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

六
か
月
点
検
が

　
　
自
分
で
も
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

　
自
動
車
の
装
置
や
部
品
な
ど
は
技

術
進
歩
の
お
か
げ
で
、
耐
久
性
は
か

な
り
向
上
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ

り
、
自
動
車
の
点
検
項
目
を
簡
素
化

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
特
に
六
か
月
ご
と
に
行
う
定

　
　
　
新
車
に
限
り

期
点
検
は
、
自
動
車
の
構
造
・
装
置

に
関
す
る
基
礎
的
な
技
術
知
識
を
持

っ
て
い
る
ユ
ー
ザ
ー
で
あ
れ
ば
、
自

分
で
で
き
る
と
い
う
簡
単
な
も
の
と

な
り
ま
す
。

卿
車
検
期
間
4
が
二
年
か
ら
三
年
に
延
長

　
自
家
用
乗
用
車
の
新
車
初
回
の
車

検
有
効
期
間
が
、
い
ま
ま
で
の
二
年

か
ら
三
年
に
延
長
さ
れ
ま
す
。
適
用

さ
れ
る
の
は
昭
和
五
十
八
年
七
月
一

日
以
後
に
新
車
と
し
て
購
入
し
た
自

家
用
乗
用
車
で
す
。

　
従
来
、
自
家
用
乗
用
車
の
車
検
は

二
年
ご
と
に
行
わ
れ
て
い
た
わ
け
で

す
が
、
今
回
の
法
律
改
正
に
よ
り
、

新
車
に
限
り
最
初
が
三
年
目
に
、
次

　　尼3つ

か
ら
は
二
年
お
き
に
車
検
を
受
け
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
と
同
時
に
、
初

回
の
六
か
月
点
検
が
不
要
に
な
り
ま

す
。

か
じ
取
り
装
置

▼
パ
ワ
ー
・
ス
テ
ア
リ
ン
グ
装
置
…

パ
ワ
ー
・
ス
テ
ア
リ
ン
グ
・
ベ
ル
ト

の
中
央
部
を
手
で
押
し
下
げ
て
、
た

わ
み
量
を
ス
ケ
ー
ル
で
点
検
し
ま
す
。

ま
た
、
同
時
に
ベ
ル
ト
に
傷
や
ヒ
ビ

割
れ
が
な
い
か
も
点
検
し
ま
す
。

制
動
装
置

▼
ブ
レ
ー
キ
・
ペ
ダ
ル
…
ブ
レ
ー
キ
・

ペ
ダ
ル
を
手
で
抵
抗
を
感
じ
る
ま
で

押
し
、
遊
び
の
量
を
ス
ケ
ー
ル
で
点

検
。
ま
た
、
ペ
ダ
ル
を
強
く
踏
み
込

ん
で
床
板
と
の
す
き
間
も
ス
ケ
ー
ル

で
点
検
し
ま
す
。

▼
ブ
レ
ー
キ
の
き
き
具
合
…
低
速
走

行
し
て
、
ブ
レ
ー
キ
の
き
き
が
十
分

で
あ
る
か
、
ブ
レ
ー
キ
が
片
ぎ
き
し

な
い
か
点
検
し
ま
す
。

▼
駐
車
ブ
レ
ー
キ
・
レ
バ
ー
の
引
き

し
ろ
…
ブ
レ
…
キ
・
レ
バ
ー
を
い
っ

ぱ
い
に
戻
し
た
状
態
か
ら
、
静
か
に

レ
バ
ー
を
引
き
、
「
カ
チ
カ
チ
」
音
を

数
え
て
引
き
し
ろ
を
点
検
し
ま
す
。

ま
た
、
レ
バ
ー
が
完
全
に
ロ
ッ
ク
す

る
か
も
点
検
し
ま
す
。

▼
ブ
レ
ー
キ
・
ホ
ー
ス
、
パ
イ
プ
の

漏
れ
、
損
傷
な
ど
…
ハ
ン
ド
ル
を
い

っ
ぱ
い
に
切
っ
た
状
態
で
、
フ
ロ
ン

ト
・
ブ
レ
ー
キ
の
ブ
レ
ー
キ
・
ホ
ー

ス
に
傷
、
ひ
び
割
れ
、
ふ
く
ら
み
な

ど
が
な
い
か
を
見
た
り
、
手
で
触
れ

て
点
検
し
ま
す
。
ま
た
、
ホ
ー
ス
が

車
体
な
ど
に
接
触
し
て
い
な
い
か
、

ホ
ー
ス
の
接
続
部
か
ら
液
漏
れ
が
な

い
か
も
点
検
し
ま
す
。

▼
リ
ザ
ー
バ
ー
タ
ン
ク
…
ブ
レ
ー
キ

液
の
量
が
十
分
か
点
検
し
ま
す
。
ま

た
、
タ
ン
ク
周
辺
か
ら
液
漏
れ
が
な

い
か
を
点
検
し
ま
す
。

走
行
装
置

▼
タ
イ
ヤ
…
①
タ
イ
ヤ
・
ゲ
ー
ジ
を

使
っ
て
、
空
気
圧
が
規
定
値
ど
お
り

あ
る
か
②
タ
イ
ヤ
の
接
地
面
の
全
周

と
両
側
面
に
亀
裂
や
損
傷
が
な
い
か

③
タ
イ
ヤ
の
溝
の
深
さ
が
一
・
六
ミ

リ
以
上
（
タ
イ
ヤ
接
地
面
の
摩
耗
限

度
表
示
に
よ
り
点
検
）
あ
る
か
、
ま

た
タ
イ
ヤ
の
全
周
に
片
減
り
や
局
部

摩
耗
な
ど
異
状
な
摩
耗
が
な
い
か

④
タ
イ
ヤ
の
接
地
面
と
両
側
面
に
ク

ギ
や
異
物
が
さ
さ
っ
て
い
た
り
、
石

な
ど
が
か
み
込
ん
で
い
な
い
か
を
点

検
し
ま
す
。

動
力
伝
達
装
置

▼
ク
ラ
ッ
チ
…
ク
ラ
ッ
チ
・
ペ
ダ
ル

を
手
で
抵
抗
を
感
じ
る
ま
で
押
し
、

遊
び
の
量
を
ス
ケ
ー
ル
で
点
検
し
ま

す
。
次
に
、
エ
ン
ジ
ン
を
始
動
し
、

ア
イ
ド
リ
ン
グ
状
態
で
駐
車
ブ
レ
ー

キ
・
レ
バ
ー
を
い
っ
ぱ
い
に
引
き
ま

す
。
ク
ラ
ッ
チ
を
切
り
、
変
速
ギ
ア

を
第
一
速
に
入
れ
た
後
、
ペ
ダ
ル
を
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徐
々
に
離
し
、
タ
ラ
ッ
チ
・
ペ
ダ
ル

が
つ
な
が
る
直
前
の
状
態
（
エ
ン
ジ

ン
音
が
変
わ
っ
た
り
、
振
動
が
起
こ

る
）
で
ペ
ダ
ル
と
床
板
と
の
す
き
間

が
規
定
の
範
囲
に
あ
る
か
点
検
し
ま

す
。

電
気
装
置

▼
バ
ッ
テ
リ
ー
…
バ
ッ
テ
リ
ー
の
液

量
が
上
限
・
下
限
線
の
間
に
あ
る
か

点
検
し
ま
す
。

原
動
機

▼
潤
滑
装
置
…
エ
ン
ジ
ン
を
停
止
さ

せ
、
油
量
が
オ
イ
ル
・
レ
ベ
ル
・
ゲ

ー
ジ
目
盛
り
の
上
限
・
下
限
線
の
間

に
あ
る
か
を
点
検
し
ま
す
。
ま
た
、

同
時
に
、
オ
イ
ル
の
汚
れ
具
合
も
点

検
し
ま
す
。
　
（
点
検
は
平
ら
な
場
所

で
行
う
）
。

▼
冷
却
装
置
…
ラ
ジ
エ
ー
タ
ー
・
リ

ザ
ー
バ
・
タ
ン
ク
の
冷
却
水
量
が
上

限
・
下
限
線
の
問
に
あ
る
か
点
検
し

ま
す
。

▼
フ
ァ
ン
・
ベ
ル
ト
…
フ
ァ
ン
・
ベ

ル
ト
の
中
央
部
を
手
で
押
し
下
げ
て
、

た
わ
み
量
を
ス
ケ
ー
ル
で
点
検
し
ま

す
。
ま
た
。
ベ
ル
ト
に
傷
や
ひ
び
割

れ
が
な
い
か
も
点
検
し
ま
す
。

灯
火
装
置

▼
前
照
灯
（
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
）
…
明

る
さ
は
適
当
か
、
照
射
方
向
が
狂
っ

て
い
な
い
か
を
点
検
し
ま
す
。
ま
だ

レ
ン
ズ
に
破
損
、
ひ
び
割
れ
が
な
い

か
を
点
検
し
ま
す
。

▼
車
幅
灯
、
制
動
灯
等
の
各
ラ
ン
プ

…
車
幅
灯
、
尾
灯
、
制
動
灯
、
後
退

灯
、
番
号
灯
な
ど
を
作
動
さ
せ
、
各

ラ
ン
プ
が
正
し
く
点
灯
や
点
滅
す
る

“
・
　
、
　
，
！

・
．
　
　
　
　
難
・

”
・
　
　
・
聾

飲洒運転ぱ機
　　　　絶対鷹しな

か
を
点
検
し
ま
す
。
レ
ン
ズ
に
変
色

破
損
、
ひ
び
割
れ
が
な
い
か
も
点
検

し
ま
す
。

▼
方
向
指
示
器
…
方
向
指
示
器
を
左

右
に
作
動
さ
せ
、
毎
分
六
十
～
百
二

歎んだ礫蕪鱒撚’簿イ・驚
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十
回
の
一
定
の
周
期
で
点
滅
す
る
か

を
点
検
し
ま
す
。
レ
ン
ズ
に
変
色
、

破
損
、
ひ
び
割
れ
が
な
い
か
も
点
検

し
ま
す
。
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湯
沢
駅
前
の
駐
車
場

無
断
駐
車
は
し
な
い
で
く
だ
さ
い

　
湯
沢
駅
前
の
町
営
駐
車
場
は
、
多

く
の
方
か
ら
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い

ま
す
が
、
指
定
外
の
場
所
や
無
断
駐

車
な
ど
で
、
他
の
利
用
者
に
迷
惑
を

か
け
て
い
る
方
が
お
り
ま
す
。

　
次
の
こ
と
を
必
ず
守
る
よ
う
、
お

願
い
し
ま
す
。

▽
利
用
す
る
方
は
、
役
場
の
総
務
課

　
で
利
用
券
（
許
可
証
）
を
受
取
っ

　
て
く
だ
さ
い
。

▽
利
用
券
の
番
号
と
同
じ
場
所
に
駐

　
車
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
利
用
券
の
な
い
無
断
駐
車
は
、
絶

　
対
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

▽
駐
車
料
金
は
、
翌
日
の
午
前
九
時

　
ま
で
に
利
用
券
を
返
し
た
場
合
、

　
一
日
分
五
〇
〇
円
で
す
。

　
利
用
券
の
返
還
が
お
く
れ
る
と
料

　
金
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

※
駐
車
場
の
利
用
状
況
（
延
台
数
）

　
三
月
八
八
台
、
四
月
一
一
四
台
、

　
五
月
九
七
台
。

八
月
か
ら
第
二
土
躍
日

銀
行
な
ど
金
融
機
関
休
み

　
八
月
か
ら
毎
月
第
二
土
躍
日
を
銀

行
な
ど
の
金
融
機
関
が
休
日
と
な
る

銀
行
法
施
行
令
の
」
部
改
正
が
五
月

十
日
の
閣
議
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
面
、
月
一
回
（
第
二
土
躍
）
で
、

八
月
十
三
日
（
土
）
の
一
回
目
か
ら

町
内
の
銀
行
、
農
協
の
預
金
業
務
が

休
み
と
な
り
ま
す
。
郵
便
局
の
貯
金

窓
口
も
、
こ
れ
に
合
わ
せ
て
休
み
に

な
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

5
月
に
あ
つ
た
行
事

日
赤
結
団
式
（
松
之
山
小
）

観
光
協
会
総
会

郡
交
通
安
全
協
会

消
防
分
団
長
会
議

町
体
育
協
会
評
議
員
会

移
動
音
楽
教
室

商
工
会
総
会

小
中
学
校
尿
検
査

森
林
組
合
総
代
会

温
泉
ま
つ
り
（
1
5
日
ま
で
）

16
日

62日日
7
日

1211
日日

1413
日日

25　24　23　20　19　18　17

日日　日　日　日　日日
2927
日　日

牧
場
運
営
協
議
会

新
任
教
職
員
町
内
巡
視

入
札
（
町
道
工
事
四
件
）

奨
学
金
選
考
委
員
会

郡
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

葛
飾
区
教
委
会
来
町

議
会
建
設
委
員
会
（
2
5
日
ま
で
）

町
教
員
協
議
会

農
業
委
員
会
総
会

大
厳
寺
牧
場
開
牧

入
札
（
町
工
事
四
件
）

小
中
貧
血
検
査

上
越
植
樹
祭
（
中
郷
村
）

探
鳥
会
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「道路運送車両法』の改正

車検期間が

延長されました

　
七
月
一
日
か
ら
自
動
車
の
”
健
康

診
断
”
と
も
い
え
る
車
検
の
期
問
が

延
長
さ
れ
ま
す
。
と
同
時
に
、
定
期

点
検
の
点
検
項
目
が
簡
素
化
さ
れ
、

特
に
六
か
月
こ
と
に
行
う
定
期
点
検

は
、
自
動
車
の
構
造
・
装
置
に
つ
い

て
基
礎
的
な
技
術
知
識
を
持
つ
ユ
ー

ザ
ー
で
あ
れ
ば
で
き
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
変
更
は
「
通
路
運
送
車

両
法
」
の
改
正
に
伴
う
関
係
省
令
の

改
正
に
よ
り
実
施
さ
れ
る
も
の
で
す
。

主
な
改
正
点
、
特
に
ユ
ー
ザ
ー
自
身

で
で
き
る
点
検
方
法
な
ど
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

六
か
月
点
検
が

　
　
自
分
で
も
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

　
自
動
車
の
装
置
や
部
品
な
ど
は
技

術
進
歩
の
お
か
げ
で
、
耐
久
性
は
か

な
り
向
上
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ

り
、
自
動
車
の
点
検
項
目
を
簡
素
化

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
特
に
六
か
月
ご
と
に
行
う
定

　
　
　
新
車
に
限
り

期
点
検
は
、
自
動
車
の
構
造
・
装
置

に
関
す
る
基
礎
的
な
技
術
知
識
を
持

っ
て
い
る
ユ
ー
ザ
ー
で
あ
れ
ば
、
自

分
で
で
き
る
と
い
う
簡
単
な
も
の
と

な
り
ま
す
。

卿
車
検
期
間
4
が
二
年
か
ら
三
年
に
延
長

　
自
家
用
乗
用
車
の
新
車
初
回
の
車

検
有
効
期
間
が
、
い
ま
ま
で
の
二
年

か
ら
三
年
に
延
長
さ
れ
ま
す
。
適
用

さ
れ
る
の
は
昭
和
五
十
八
年
七
月
一

日
以
後
に
新
車
と
し
て
購
入
し
た
自

家
用
乗
用
車
で
す
。

　
従
来
、
自
家
用
乗
用
車
の
車
検
は

二
年
ご
と
に
行
わ
れ
て
い
た
わ
け
で

す
が
、
今
回
の
法
律
改
正
に
よ
り
、

新
車
に
限
り
最
初
が
三
年
目
に
、
次

　　尼3つ

か
ら
は
二
年
お
き
に
車
検
を
受
け
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
と
同
時
に
、
初

回
の
六
か
月
点
検
が
不
要
に
な
り
ま

す
。

か
じ
取
り
装
置

▼
パ
ワ
ー
・
ス
テ
ア
リ
ン
グ
装
置
…

パ
ワ
ー
・
ス
テ
ア
リ
ン
グ
・
ベ
ル
ト

の
中
央
部
を
手
で
押
し
下
げ
て
、
た

わ
み
量
を
ス
ケ
ー
ル
で
点
検
し
ま
す
。

ま
た
、
同
時
に
ベ
ル
ト
に
傷
や
ヒ
ビ

割
れ
が
な
い
か
も
点
検
し
ま
す
。

制
動
装
置

▼
ブ
レ
ー
キ
・
ペ
ダ
ル
…
ブ
レ
ー
キ
・

ペ
ダ
ル
を
手
で
抵
抗
を
感
じ
る
ま
で

押
し
、
遊
び
の
量
を
ス
ケ
ー
ル
で
点

検
。
ま
た
、
ペ
ダ
ル
を
強
く
踏
み
込

ん
で
床
板
と
の
す
き
間
も
ス
ケ
ー
ル

で
点
検
し
ま
す
。

▼
ブ
レ
ー
キ
の
き
き
具
合
…
低
速
走

行
し
て
、
ブ
レ
ー
キ
の
き
き
が
十
分

で
あ
る
か
、
ブ
レ
ー
キ
が
片
ぎ
き
し

な
い
か
点
検
し
ま
す
。

▼
駐
車
ブ
レ
ー
キ
・
レ
バ
ー
の
引
き

し
ろ
…
ブ
レ
…
キ
・
レ
バ
ー
を
い
っ

ぱ
い
に
戻
し
た
状
態
か
ら
、
静
か
に

レ
バ
ー
を
引
き
、
「
カ
チ
カ
チ
」
音
を

数
え
て
引
き
し
ろ
を
点
検
し
ま
す
。

ま
た
、
レ
バ
ー
が
完
全
に
ロ
ッ
ク
す

る
か
も
点
検
し
ま
す
。

▼
ブ
レ
ー
キ
・
ホ
ー
ス
、
パ
イ
プ
の

漏
れ
、
損
傷
な
ど
…
ハ
ン
ド
ル
を
い

っ
ぱ
い
に
切
っ
た
状
態
で
、
フ
ロ
ン

ト
・
ブ
レ
ー
キ
の
ブ
レ
ー
キ
・
ホ
ー

ス
に
傷
、
ひ
び
割
れ
、
ふ
く
ら
み
な

ど
が
な
い
か
を
見
た
り
、
手
で
触
れ

て
点
検
し
ま
す
。
ま
た
、
ホ
ー
ス
が

車
体
な
ど
に
接
触
し
て
い
な
い
か
、

ホ
ー
ス
の
接
続
部
か
ら
液
漏
れ
が
な

い
か
も
点
検
し
ま
す
。

▼
リ
ザ
ー
バ
ー
タ
ン
ク
…
ブ
レ
ー
キ

液
の
量
が
十
分
か
点
検
し
ま
す
。
ま

た
、
タ
ン
ク
周
辺
か
ら
液
漏
れ
が
な

い
か
を
点
検
し
ま
す
。

走
行
装
置

▼
タ
イ
ヤ
…
①
タ
イ
ヤ
・
ゲ
ー
ジ
を

使
っ
て
、
空
気
圧
が
規
定
値
ど
お
り

あ
る
か
②
タ
イ
ヤ
の
接
地
面
の
全
周

と
両
側
面
に
亀
裂
や
損
傷
が
な
い
か

③
タ
イ
ヤ
の
溝
の
深
さ
が
一
・
六
ミ

リ
以
上
（
タ
イ
ヤ
接
地
面
の
摩
耗
限

度
表
示
に
よ
り
点
検
）
あ
る
か
、
ま

た
タ
イ
ヤ
の
全
周
に
片
減
り
や
局
部

摩
耗
な
ど
異
状
な
摩
耗
が
な
い
か

④
タ
イ
ヤ
の
接
地
面
と
両
側
面
に
ク

ギ
や
異
物
が
さ
さ
っ
て
い
た
り
、
石

な
ど
が
か
み
込
ん
で
い
な
い
か
を
点

検
し
ま
す
。

動
力
伝
達
装
置

▼
ク
ラ
ッ
チ
…
ク
ラ
ッ
チ
・
ペ
ダ
ル

を
手
で
抵
抗
を
感
じ
る
ま
で
押
し
、

遊
び
の
量
を
ス
ケ
ー
ル
で
点
検
し
ま

す
。
次
に
、
エ
ン
ジ
ン
を
始
動
し
、

ア
イ
ド
リ
ン
グ
状
態
で
駐
車
ブ
レ
ー

キ
・
レ
バ
ー
を
い
っ
ぱ
い
に
引
き
ま

す
。
ク
ラ
ッ
チ
を
切
り
、
変
速
ギ
ア

を
第
一
速
に
入
れ
た
後
、
ペ
ダ
ル
を
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徐
々
に
離
し
、
タ
ラ
ッ
チ
・
ペ
ダ
ル

が
つ
な
が
る
直
前
の
状
態
（
エ
ン
ジ

ン
音
が
変
わ
っ
た
り
、
振
動
が
起
こ

る
）
で
ペ
ダ
ル
と
床
板
と
の
す
き
間

が
規
定
の
範
囲
に
あ
る
か
点
検
し
ま

す
。

電
気
装
置

▼
バ
ッ
テ
リ
ー
…
バ
ッ
テ
リ
ー
の
液

量
が
上
限
・
下
限
線
の
間
に
あ
る
か

点
検
し
ま
す
。

原
動
機

▼
潤
滑
装
置
…
エ
ン
ジ
ン
を
停
止
さ

せ
、
油
量
が
オ
イ
ル
・
レ
ベ
ル
・
ゲ

ー
ジ
目
盛
り
の
上
限
・
下
限
線
の
間

に
あ
る
か
を
点
検
し
ま
す
。
ま
た
、

同
時
に
、
オ
イ
ル
の
汚
れ
具
合
も
点

検
し
ま
す
。
　
（
点
検
は
平
ら
な
場
所

で
行
う
）
。

▼
冷
却
装
置
…
ラ
ジ
エ
ー
タ
ー
・
リ

ザ
ー
バ
・
タ
ン
ク
の
冷
却
水
量
が
上

限
・
下
限
線
の
問
に
あ
る
か
点
検
し

ま
す
。

▼
フ
ァ
ン
・
ベ
ル
ト
…
フ
ァ
ン
・
ベ

ル
ト
の
中
央
部
を
手
で
押
し
下
げ
て
、

た
わ
み
量
を
ス
ケ
ー
ル
で
点
検
し
ま

す
。
ま
た
。
ベ
ル
ト
に
傷
や
ひ
び
割

れ
が
な
い
か
も
点
検
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ま
す
。

灯
火
装
置

▼
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ヘ
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ラ
イ
ト
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…
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っ
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損
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検
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湯
沢
駅
前
の
駐
車
場

無
断
駐
車
は
し
な
い
で
く
だ
さ
い
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沢
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前
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町
営
駐
車
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多

く
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方
か
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い

ま
す
が
、
指
定
外
の
場
所
や
無
断
駐

車
な
ど
で
、
他
の
利
用
者
に
迷
惑
を

か
け
て
い
る
方
が
お
り
ま
す
。

　
次
の
こ
と
を
必
ず
守
る
よ
う
、
お

願
い
し
ま
す
。

▽
利
用
す
る
方
は
、
役
場
の
総
務
課

　
で
利
用
券
（
許
可
証
）
を
受
取
っ

　
て
く
だ
さ
い
。

▽
利
用
券
の
番
号
と
同
じ
場
所
に
駐

　
車
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
利
用
券
の
な
い
無
断
駐
車
は
、
絶

　
対
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

▽
駐
車
料
金
は
、
翌
日
の
午
前
九
時

　
ま
で
に
利
用
券
を
返
し
た
場
合
、

　
一
日
分
五
〇
〇
円
で
す
。

　
利
用
券
の
返
還
が
お
く
れ
る
と
料

　
金
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

※
駐
車
場
の
利
用
状
況
（
延
台
数
）

　
三
月
八
八
台
、
四
月
一
一
四
台
、

　
五
月
九
七
台
。

八
月
か
ら
第
二
土
躍
日

銀
行
な
ど
金
融
機
関
休
み

　
八
月
か
ら
毎
月
第
二
土
躍
日
を
銀

行
な
ど
の
金
融
機
関
が
休
日
と
な
る

銀
行
法
施
行
令
の
」
部
改
正
が
五
月

十
日
の
閣
議
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
面
、
月
一
回
（
第
二
土
躍
）
で
、

八
月
十
三
日
（
土
）
の
一
回
目
か
ら

町
内
の
銀
行
、
農
協
の
預
金
業
務
が

休
み
と
な
り
ま
す
。
郵
便
局
の
貯
金

窓
口
も
、
こ
れ
に
合
わ
せ
て
休
み
に

な
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

5
月
に
あ
つ
た
行
事

日
赤
結
団
式
（
松
之
山
小
）

観
光
協
会
総
会

郡
交
通
安
全
協
会

消
防
分
団
長
会
議

町
体
育
協
会
評
議
員
会

移
動
音
楽
教
室

商
工
会
総
会

小
中
学
校
尿
検
査

森
林
組
合
総
代
会

温
泉
ま
つ
り
（
1
5
日
ま
で
）

16
日

62日日
7
日

1211
日日

1413
日日

25　24　23　20　19　18　17

日日　日　日　日　日日
2927
日　日

牧
場
運
営
協
議
会

新
任
教
職
員
町
内
巡
視

入
札
（
町
道
工
事
四
件
）

奨
学
金
選
考
委
員
会

郡
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

葛
飾
区
教
委
会
来
町

議
会
建
設
委
員
会
（
2
5
日
ま
で
）

町
教
員
協
議
会

農
業
委
員
会
総
会

大
厳
寺
牧
場
開
牧

入
札
（
町
工
事
四
件
）

小
中
貧
血
検
査

上
越
植
樹
祭
（
中
郷
村
）

探
鳥
会
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ふ
る
里
松
之
山
ク
ラ
ブ
の
会
員

の
皆
さ
ん
（
約
八
十
名
）
に
、
五
月
上

旬
「
う
ど
」
「
わ
ら
び
」
「
こ
ご
み
」

「
あ
さ
づ
き
」
な
ど
の
と
り
た
て
の

山
菜
に
、
調
理
方
法
な
ど
が
書
か
れ

た
「
山
菜
の
し
お
り
」
を
つ
け
た
最
初

の
贈
り
物
を
届
け
喜
こ
ば
れ
て
い
ま

す
。　

名
古
屋
・
東
京
・
新
潟
・
長
岡
な

町内の児童生徒

　オーケストラ鑑賞

ど
の
主
催
で
、
五
十
二
年
か
ら
始
ま

り
、
毎
年
県
内
各
地
を
巡
回
し
て
い

る
も
の
で
、
松
之
山
町
は
五
十
三
年

初
回
で
今
回
が
二
回
目
で
す
。

　
町
内
の
小
中
学
校
か
ら
約
七
百
人

が
集
ま
り
、
群
馬
交
響
楽
団
（
編
成

五
十
六
人
）
の
楽
器
の
説
明
を
聞
い

た
り
、
べ
ー
ト
ー
ベ
ン
の
「
運
命
」
や

ス
ッ
ペ
の
「
軽
騎
兵
」
な
ど
の
曲
を

一
時
間
半
に
わ
た
り
鑑
賞
し
ま
し
た
。

””1”【9】II川i”旺II””川1”””ll剛Ill髄1”ll”川”ill”1川”””川1川””Illl”1”“廿”III”Ill11川ll””Il川1畦II川1川

　
五
月
十
四
、
十
五
日
松
之
山
温
泉

ま
つ
り
が
ア
ラ
レ
ち
ゃ
ん
（
ぬ
い
ぐ

る
み
）
を
迎
え
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し

た
。　

五
月
十
四
日
午
後
稚
児
行
列
、
鼓

笛
隊
パ
レ
ー
ド
や
松
中
ブ
ラ
ス
バ
ン

ド
演
奏
が
行
わ
れ
た
あ
と
、
　
「
ア
ラ

レ
ち
ゃ
ん
」
　
「
宇
宙
人
」
な
ど
の
ぬ

い
ぐ
る
み
人
形
四
人
が
先
導
し
て
、

今
年
四
月
二
百
万
円
で
購
入
し
た
ピ

カ
ピ
カ
の
み
こ
し
が
温
泉
街
を
ね
り

あ
る
き
ま
し
た
。
夕
方
温
泉
広
場
で

ア
ラ
レ
ち
ゃ
ん
と
芸
能
カ
ラ
オ
ケ
大

会
が
一
時
間
半
行
わ
れ
、
大
花
火
大

会
と
な
り
ま
し
た
。

　
温
泉
広
場
に
は
、
山
菜
の
直
売
、

野
鳥
こ
け
し
製
造
実
演
や
「
綿
ア
メ
」

「
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
」
　
「
ふ
う
せ
ん
」

「
植
木
」
な
ど
の
夜
店
が
な
ら
び
約

二
千
人
の
観
衆
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
五
月
十
五
日
残
雪
と
新
緑
の
大
厳

寺
高
原
で
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
祭
が
行
わ

れ
、
上
越
か
ら
バ
ス
五
台
が
十
一
時

前
に
着
き
六
〇
〇
枚
の
食
券
は
ま
た

た
く
ま
に
売
れ
主
催
者
を
喜
こ
ば
せ

ま
し
た
。

ま7り象
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辺

防
棲
稽
糧
願

三
種
混
合
ワ
ク
チ
ン

接
種
回
数
は
必
ず
守
る

　
百
日
ぜ
き
、
ジ
フ
テ
リ
ア
、
破
傷

風
の
予
防
接
種
を
同
時
に
行
う
の
が

三
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
で
す
。

　
予
防
接
種
を
受
け
る
前
に
、
ど
ん

な
病
気
な
の
か
頭
に
入
れ
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

百
日
ぜ
き

　
百
日
ぜ
き
菌
に
よ
っ
て
起
こ
る
伝

染
病
で
す
。
患
者
や
保
菌
者
の
せ
き

や
く
し
ゃ
み
か
ら
感
染
し
ま
す
。

　
か
か
り
始
め
は
普
通
の
か
ぜ
と
変

わ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
せ
き
が
次

第
に
ひ
ど
く
な
り
、
息
を
吸
う
こ
と

も
困
難
に
な
り
ま
す
。
高
熱
は
出
ま

せ
ん
が
、
食
欲
が
お
と
ろ
え
た
り
し

ま
す
。

ジ
7
テ
リ
ア

　
ジ
フ
テ
リ
ア
菌
に
よ
っ
て
起
こ
る

伝
染
病
で
す
。
患
者
や
保
菌
者
の
せ

き
、
く
し
ゃ
み
か
ら
感
染
し
た
り
、

ハ
ン
カ
チ
や
食
器
に
つ
い
た
ジ
フ
テ

リ
ア
菌
が
、
の
ど
や
目
の
粘
膜
、
傷
、

口
か
ら
侵
入
し
て
起
こ
り
ま
す
。

病
気
に
か
か
る
と
発
熱
し
、
粘
膜

に
灰
色
が
か
っ
た
膜
の
よ
う
な
も
の

が
で
き
ま
す
。

破
傷
風

　
破
傷
風
は
伝
染
病
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
か
か
る
と
命
に
か
か
わ
る
危

険
性
の
高
い
病
気
で
す
。
土
の
中
に

い
る
破
傷
風
菌
が
、
体
の
傷
口
か
ら

入
っ
て
起
こ
り
ま
す
。

　
三
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
は
、
生
後
三

か
月
か
ら
四
十
八
か
月
の
間
に
接
種

を
受
け
ま
す
。
接
種
回
数
は
一
期
三

回
、
二
期
一
回
の
合
計
四
回
。
接
種

の
日
時
な
ど
は
役
場
か
ら
通
知
さ
れ

ま
す
。

　
接
種
を
受
け
る
と
き
注
意
し
た
い

の
が
、
接
種
回
数
を
必
ず
守
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
前
回
と
の
間
隔
が
あ

き
す
ぎ
た
か
ら
と
い
っ
て
途
中
で
止

め
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
三
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
た

後
、
免
疫
の
低
下
を
防
ぐ
意
味
か
ら
、

十
二
歳
で
ジ
フ
テ
リ
ア
と
破
傷
風
の

混
合
ワ
ク
チ
ン
を
一
回
接
種
し
ま
す
。

　
三
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
の
副
作
用
に

つ
い
て
は
、
昭
和
五
十
六
年
秋
以
降

改
良
ワ
ク
チ
ン
が
使
用
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
か
ら
発
熱
は
非
常
に
少
な

く
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
注
射
後
一

週
間
ぐ
ら
い
ま
で
に
、
し
こ
り
が
で

き
た
り
、
赤
く
な
っ
た
り
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
が
、
あ
ま
り
心
配
は
い

り
ま
せ
ん
。
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歯
の
衛
生
週
問

　
人
間
の
平
均
寿
命
は
七
十
三
・
八

歳
、
女
性
七
十
九
・
一
歳
と
な
っ
て

い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
歯
の
寿
命
の
ほ

う
は
、
い
ち
ば
ん
長
い
下
あ
ご
の
糸

切
り
歯
が
、
は
え
始
め
て
か
ら
だ
い

た
い
六
十
年
、
短
い
も
の
で
は
下
あ

ご
奥
歯
の
男
性
四
十
二
・
一
年
、
女

性
三
十
八
・
九
年
と
な
っ
て
い
ま
す
。

人
間
の
寿
命
よ
り
歯
の
寿
命
の
ほ
う

が
先
に
尽
き
て
し
ま
う
わ
け
で
す
。

　
手
入
れ
次
第
で
歯
の
寿
命
は
延
ば

せ
ま
す
。
手
入
れ
の
第
一
は
「
歯
を

清
潔
に
保
つ
」
こ
と
。
食
事
の
後
は
、

歯
み
が
き
や
、
う
が
い
で
食
ベ
カ
ス

を
取
り
除
い
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　　　　　　　期限は6月30日

を引き続き受けるには

　　　手続きが必要です

「児童手当」

●それ以外の方…最寄りの市区町村役場

　となっています。なお、手続きには①印鑑②

年金手帳③手当が払い込まれる銀行や郵便局

　の通帳が必要です。

爆
　
》
し
琢
，
蝦

奪
啓
陵

　児童手当または児童手当の特例給代を受け

ている方は「現況届」を提出してください。

期限は6月30日です。

　現況届は、手当が受けられるかどうかを確

認する大切な手続きです。これからも引き続

いて児童手当や特例給付を受けようとする人

は、現況届を提出してください。

　この現況届を出しませんと、6月分からの

手当が受けられなくなります。ご注意くださ

い。現況届の提出先は一一

●官公庁や、国鉄など三公社にお勤めの方…

勤務先

NOD88”川”“””1川”
”lll””1【11】1””lll”1””1””””1”1”11”II””“”II”lll”lll”IllII””lll””1“1”1””ll”IIIIll”lll”IIll””lll”””ll”1”IIlllll”””1””lll”ll”IIII”1広報まつのやま

各種検診を7月18日～22日に

　町では従来別べつに実施していた各種検診

を、今年度より町独自の「健康週問」を設け、

この期間中にまとめて検診します。

　詳しくは7月に入りしだい通知等でお知ら

せします。

7月18日（月）～22日囲検診日

場所町民体育館・休養村センター

検　診　名 対　　象　　者 料　　　　金 時　　　　間

循環器検診
（老人検診、出

稼者を含む）

40歳以上全員
（事業所検診者を
除く）

一次検診無料
二次検診500円

午前9時～11時
午後1時～3時

胃ガン検診 40歳以上の希望者 700円
午前6時半～

　　　　12時

子宮ガン検診 30歳以上の希望者 400円
午後0時～2時

結核検診 18歳以上全員 無料 午前9時～11時
午後1時～3時
　　　　　⊥

浬
。

　
最
近
、
増
え
て
き
て
い
る
ク
ー
ラ
ー
、
ピ
ア
ノ
等
に
よ
る

近
隣
騒
音
の
問
題
ー
ー
。
そ
の
内
容
は
い
ず
れ
も
日
常
的
な

暮
ら
し
の
音
で
す
。

　
し
か
し
、
日
常
的
な
音
で
あ
る
が
ゆ
え
に
深
刻
と
も
言
え

ま
す
。

　
近
隣
騒
音
は
、
だ
れ
も
が
被
害
者
に
な
る
半
面
、
だ
れ
も

が
加
害
者
に
な
る
可
能
性
を
は
ら
ん
で
い
ま
す
。

　
大
切
な
こ
と
は
、
大
勢
の
人
が
寄
り
集
ま
っ
て
暮
ら
し
て

い
る
と
い
う
自
覚
と
配
慮
で
す
。
一
人
ひ
と
り
が
ま
わ
り
の

人
々
に
対
し
て
、
い
ま
ひ
と
つ
の
心
く
ば
り
を
し
ま
し
ょ
う

“第一に重要なもの”一タンパク質

　わたしたちの体を構成しているのは細胞で、

その主成分はタンパク質です。筋肉や内臓、

血液をはじめ皮膚、つめ、髪の毛にまでタン

パク質が含まれており、わたしたちの体は、

タンパク質でつくられているといえます。

　また、タンパク質は体そのものを構成して

いるばかりでなく、ホルモンや酵素、さらに

は病気に対する抵抗力のもとになる“免疫体”

の主成分ともなっています。

　タンパク質のことを英語で「プロテイン」

といいますが、これは「第一に重要な物」と

いうギリシャ語に由来するといわれます。

　タンパク質が体に取り入れられると、次の

ようにして体の成分となります。①アミノ酸

に分解される②腸で吸収される③再びタンパ

　　　　　　　　鶏

一鍵騨
庵三i聾．

ク質に合成される。このような分解と合成は

体の中で絶えず繰り返され、体の成分となっ

たタンパク質のうち一部は、体の外に排出さ

れたりエネルギー源として消費されます。

　エネルギー源となる栄養素には、ほかにも

糖質、脂質がありますが、酵素やホルモンな

どの成分となる一というタンパク質の働き

は糖質や脂質では代用できません。ですから、

タンパク質が全身にあるといっても、毎日の

食事で一定量は必ず補う必要があります。

　もしタンパク質の摂取量が不足すると、成

長が妨げられたり健康な体が維持できなくな

ります。タンパク質に富む食品一肉、魚、

卵、大豆製品、牛乳などを積極的に取るよう

にしましょう。

　ただし、タンパク質に偏った食事をし、必

要以上に取り過ぎると、ジン臓に負担がかか

りますから注意してください。
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辺

防
棲
稽
糧
願

三
種
混
合
ワ
ク
チ
ン

接
種
回
数
は
必
ず
守
る

　
百
日
ぜ
き
、
ジ
フ
テ
リ
ア
、
破
傷

風
の
予
防
接
種
を
同
時
に
行
う
の
が

三
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
で
す
。

　
予
防
接
種
を
受
け
る
前
に
、
ど
ん

な
病
気
な
の
か
頭
に
入
れ
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

百
日
ぜ
き

　
百
日
ぜ
き
菌
に
よ
っ
て
起
こ
る
伝

染
病
で
す
。
患
者
や
保
菌
者
の
せ
き

や
く
し
ゃ
み
か
ら
感
染
し
ま
す
。

　
か
か
り
始
め
は
普
通
の
か
ぜ
と
変

わ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
せ
き
が
次

第
に
ひ
ど
く
な
り
、
息
を
吸
う
こ
と

も
困
難
に
な
り
ま
す
。
高
熱
は
出
ま

せ
ん
が
、
食
欲
が
お
と
ろ
え
た
り
し

ま
す
。

ジ
7
テ
リ
ア

　
ジ
フ
テ
リ
ア
菌
に
よ
っ
て
起
こ
る

伝
染
病
で
す
。
患
者
や
保
菌
者
の
せ

き
、
く
し
ゃ
み
か
ら
感
染
し
た
り
、

ハ
ン
カ
チ
や
食
器
に
つ
い
た
ジ
フ
テ

リ
ア
菌
が
、
の
ど
や
目
の
粘
膜
、
傷
、

口
か
ら
侵
入
し
て
起
こ
り
ま
す
。

病
気
に
か
か
る
と
発
熱
し
、
粘
膜

に
灰
色
が
か
っ
た
膜
の
よ
う
な
も
の

が
で
き
ま
す
。

破
傷
風

　
破
傷
風
は
伝
染
病
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
か
か
る
と
命
に
か
か
わ
る
危

険
性
の
高
い
病
気
で
す
。
土
の
中
に

い
る
破
傷
風
菌
が
、
体
の
傷
口
か
ら

入
っ
て
起
こ
り
ま
す
。

　
三
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
は
、
生
後
三

か
月
か
ら
四
十
八
か
月
の
間
に
接
種

を
受
け
ま
す
。
接
種
回
数
は
一
期
三

回
、
二
期
一
回
の
合
計
四
回
。
接
種

の
日
時
な
ど
は
役
場
か
ら
通
知
さ
れ

ま
す
。

　
接
種
を
受
け
る
と
き
注
意
し
た
い

の
が
、
接
種
回
数
を
必
ず
守
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
前
回
と
の
間
隔
が
あ

き
す
ぎ
た
か
ら
と
い
っ
て
途
中
で
止

め
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
三
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
た

後
、
免
疫
の
低
下
を
防
ぐ
意
味
か
ら
、

十
二
歳
で
ジ
フ
テ
リ
ア
と
破
傷
風
の

混
合
ワ
ク
チ
ン
を
一
回
接
種
し
ま
す
。

　
三
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
の
副
作
用
に

つ
い
て
は
、
昭
和
五
十
六
年
秋
以
降

改
良
ワ
ク
チ
ン
が
使
用
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
か
ら
発
熱
は
非
常
に
少
な

く
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
注
射
後
一

週
間
ぐ
ら
い
ま
で
に
、
し
こ
り
が
で

き
た
り
、
赤
く
な
っ
た
り
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
が
、
あ
ま
り
心
配
は
い

り
ま
せ
ん
。

””ll”ll”“”””昭和58年6月5日

歯
の
衛
生
週
問

　
人
間
の
平
均
寿
命
は
七
十
三
・
八

歳
、
女
性
七
十
九
・
一
歳
と
な
っ
て

い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
歯
の
寿
命
の
ほ

う
は
、
い
ち
ば
ん
長
い
下
あ
ご
の
糸

切
り
歯
が
、
は
え
始
め
て
か
ら
だ
い

た
い
六
十
年
、
短
い
も
の
で
は
下
あ

ご
奥
歯
の
男
性
四
十
二
・
一
年
、
女

性
三
十
八
・
九
年
と
な
っ
て
い
ま
す
。

人
間
の
寿
命
よ
り
歯
の
寿
命
の
ほ
う

が
先
に
尽
き
て
し
ま
う
わ
け
で
す
。

　
手
入
れ
次
第
で
歯
の
寿
命
は
延
ば

せ
ま
す
。
手
入
れ
の
第
一
は
「
歯
を

清
潔
に
保
つ
」
こ
と
。
食
事
の
後
は
、

歯
み
が
き
や
、
う
が
い
で
食
ベ
カ
ス

を
取
り
除
い
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　　　　　　　期限は6月30日

を引き続き受けるには

　　　手続きが必要です

「児童手当」

●それ以外の方…最寄りの市区町村役場

　となっています。なお、手続きには①印鑑②

年金手帳③手当が払い込まれる銀行や郵便局

　の通帳が必要です。

爆
　
》
し
琢
，
蝦

奪
啓
陵

　児童手当または児童手当の特例給代を受け

ている方は「現況届」を提出してください。

期限は6月30日です。

　現況届は、手当が受けられるかどうかを確

認する大切な手続きです。これからも引き続

いて児童手当や特例給付を受けようとする人

は、現況届を提出してください。

　この現況届を出しませんと、6月分からの

手当が受けられなくなります。ご注意くださ

い。現況届の提出先は一一

●官公庁や、国鉄など三公社にお勤めの方…

勤務先

NOD88”川”“””1川”
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各種検診を7月18日～22日に

　町では従来別べつに実施していた各種検診

を、今年度より町独自の「健康週問」を設け、

この期間中にまとめて検診します。

　詳しくは7月に入りしだい通知等でお知ら

せします。

7月18日（月）～22日囲検診日

場所町民体育館・休養村センター

検　診　名 対　　象　　者 料　　　　金 時　　　　間

循環器検診
（老人検診、出

稼者を含む）

40歳以上全員
（事業所検診者を
除く）

一次検診無料
二次検診500円

午前9時～11時
午後1時～3時

胃ガン検診 40歳以上の希望者 700円
午前6時半～

　　　　12時

子宮ガン検診 30歳以上の希望者 400円
午後0時～2時

結核検診 18歳以上全員 無料 午前9時～11時
午後1時～3時
　　　　　⊥

浬
。

　
最
近
、
増
え
て
き
て
い
る
ク
ー
ラ
ー
、
ピ
ア
ノ
等
に
よ
る

近
隣
騒
音
の
問
題
ー
ー
。
そ
の
内
容
は
い
ず
れ
も
日
常
的
な

暮
ら
し
の
音
で
す
。

　
し
か
し
、
日
常
的
な
音
で
あ
る
が
ゆ
え
に
深
刻
と
も
言
え

ま
す
。

　
近
隣
騒
音
は
、
だ
れ
も
が
被
害
者
に
な
る
半
面
、
だ
れ
も

が
加
害
者
に
な
る
可
能
性
を
は
ら
ん
で
い
ま
す
。

　
大
切
な
こ
と
は
、
大
勢
の
人
が
寄
り
集
ま
っ
て
暮
ら
し
て

い
る
と
い
う
自
覚
と
配
慮
で
す
。
一
人
ひ
と
り
が
ま
わ
り
の

人
々
に
対
し
て
、
い
ま
ひ
と
つ
の
心
く
ば
り
を
し
ま
し
ょ
う

“第一に重要なもの”一タンパク質

　わたしたちの体を構成しているのは細胞で、

その主成分はタンパク質です。筋肉や内臓、

血液をはじめ皮膚、つめ、髪の毛にまでタン

パク質が含まれており、わたしたちの体は、

タンパク質でつくられているといえます。

　また、タンパク質は体そのものを構成して

いるばかりでなく、ホルモンや酵素、さらに

は病気に対する抵抗力のもとになる“免疫体”

の主成分ともなっています。

　タンパク質のことを英語で「プロテイン」

といいますが、これは「第一に重要な物」と

いうギリシャ語に由来するといわれます。

　タンパク質が体に取り入れられると、次の

ようにして体の成分となります。①アミノ酸

に分解される②腸で吸収される③再びタンパ

　　　　　　　　鶏

一鍵騨
庵三i聾．

ク質に合成される。このような分解と合成は

体の中で絶えず繰り返され、体の成分となっ

たタンパク質のうち一部は、体の外に排出さ

れたりエネルギー源として消費されます。

　エネルギー源となる栄養素には、ほかにも

糖質、脂質がありますが、酵素やホルモンな

どの成分となる一というタンパク質の働き

は糖質や脂質では代用できません。ですから、

タンパク質が全身にあるといっても、毎日の

食事で一定量は必ず補う必要があります。

　もしタンパク質の摂取量が不足すると、成

長が妨げられたり健康な体が維持できなくな

ります。タンパク質に富む食品一肉、魚、

卵、大豆製品、牛乳などを積極的に取るよう

にしましょう。

　ただし、タンパク質に偏った食事をし、必

要以上に取り過ぎると、ジン臓に負担がかか

りますから注意してください。
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冷
凍
食
品
そ
の
③
　
　
圓

生
も
の
と
調
理
済
み
で
は

解
凍
の
仕
方
が
違
い
ま
す

　
冷
凍
食
品
を
お
い
し
く
食
べ
る
に

は
、
な
ん
と
言
っ
て
も
解
凍
の
仕
方

が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
お
い
し
さ
を
損

な
わ
ず
、
上
手
に
料
理
す
る
た
め
の

解
凍
方
法
を
ま
と
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
〈
自
然
解
凍
〉

　
魚
介
類
、
肉
類
な
ど
生
も
の
の
冷

凍
食
品
を
解
凍
す
る
に
は
、
低
温
・

室
温
・
流
水
解
凍
の
三
つ
の
方
法
が

あ
り
ま
す
。

①
低
温
解
凍
…
フ
リ
ー
ザ
ー
（
冷
凍

庫
）
か
ら
冷
蔵
室
へ
移
し
替
え
、
低

温
で
ゆ
っ
く
り
解
凍
す
る
方
法
で
す
。

解
凍
に
時
間
が
か
か
る
の
で
、
あ
ら

か
じ
め
予
定
を
立
て
、
例
え
ば
夕
食

に
利
用
す
る
場
合
で
す
と
、
前
の
晩

ま
た
は
朝
に
は
移
し
替
え
て
お
く
の

が
コ
ツ
で
す
。

②
室
温
解
凍
…
台
所
な
ど
涼
し
い
場

所
に
、
包
装
の
ま
ま
置
い
て
自
然
に

解
凍
す
る
方
法
で
す
。
割
合
短
い
時

間
で
解
凍
で
き
ま
す
が
、
気
温
の
高

い
季
節
は
、
解
凍
し
す
ぎ
な
い
よ
う

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

③
流
水
解
凍
…
水
道
の
水
で
解
凍
す

る
も
の
で
、
急
い
で
調
理
す
る
場
合

に
適
し
て
い
ま
す
。
包
装
の
ま
ま
の

冷
凍
食
品
を
ポ
リ
袋
に
入
れ
、
中
の

空
気
を
抜
き
、
ポ
リ
袋
の
口
を
き
っ

ち
り
閉
め
ま
す
。
そ
し
て
、
水
道
の

水
を
流
し
な
が
ら
解
凍
し
ま
す
。
こ

の
場
合
、
冷
凍
食
品
に
直
接
、
水
が

触
れ
な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
〈
調
理
済
み
冷
凍
食
品
の
解
凍
〉

　
調
理
済
み
の
冷
凍
食
品
は
、
そ
の

ま
ま
で
揚
げ
た
り
、
電
子
レ
ン
ジ
で

解
凍
で
き
ま
す
。

①
冷
凍
揚
げ
も
の
の
解
凍
…
揚
げ
る

直
前
ま
で
フ
リ
；
ザ
ー
に
入
れ
て
お

き
ま
す
。
油
は
や
や
低
め
の
温
度
（
百

七
十
度
前
後
）
で
、
時
間
を
か
け
、

ゆ
っ
く
り
揚
げ
ま
す
。
一
度
に
た
く

さ
ん
入
れ
な
い
こ
と
が
コ
ツ
で
す
。

②
電
子
レ
ン
ジ
解
凍
…
短
時
間
で
全

体
を
ム
ラ
な
く
解
凍
で
き
ま
す
。
包

装
の
ま
ま
解
凍
す
る
と
き
は
、
包
装

の
す
み
に
小
さ
な
穴
を
あ
け
て
く
だ

さ
い
。
こ
れ
は
、
空
気
膨
張
で
包
装

が
破
れ
る
の
を
防
ぐ
た
め
で
す
。

③
そ
の
他
の
解
凍
…
切
り
身
や
小
さ

な
貝
類
な
ど
は
、
調
味
料
に
つ
け
て

お
い
て
解
凍
す
る
の
も
よ
い
で
し
よ

》
つ
。

　
　
　
◇
　
　
　
　
　
　
◇

　
最
後
に
、
ど
の
解
凍
に
も
共
通
し

て
い
え
る
こ
と
で
す
が
、
解
凍
の
し

す
ぎ
は
禁
物
。
時
間
を
お
か
ず
、
す

ぐ
調
理
し
ま
し
ょ
う
。
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赦
微

　
　
　
　
董
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犬

ネ
コ
の
引
き
取
り

6
月
1
6
日
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ロ
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不
用
の
犬
・
ネ
コ
を
引
き
取
り
し

ま
す
。
犬
は
じ
ょ
う
ぶ
な
首
輪
と
ク

サ
リ
で
つ
な
い
で
、
ネ
コ
は
布
製
の

袋
に
入
れ
口
を
し
っ
か
り
し
ば
っ
て

き
て
下
さ
い
。

　
当
日
印
か
ん
と
料
金
を
持
参
し
保

健
衛
生
係
で
受
付
し
て
下
さ
い
。

▽
日
　
時

　
六
月
十
六
日
（
木
）

　
午
前
九
時
よ
り
十
時
ま
で

▽
場
　
所

松
之
山
町
役
場
。

▽
料
　
金

　
犬
・
ネ
コ
と
も
一
頭
一
、
○
○
○
円

労働通信教育講座

　
日
本
労
働
協
会

で
は
、
労
働
通
信

教
育
講
座
の
受
講

者
を
募
集
し
て
お

り
ま
す
。
こ
の
講

座
は
、
労
働
問
題

の
理
解
と
良
識
を

培
う
こ
と
を
目
的

と
し
て
昭
和
三
十

三
年
に
設
立
さ
れ

た
特
殊
法
人
（
政
府

出
資
機
関
）
で
す
。

　
九
月
に
開
講

　
　
し
ま
す

　
教
材
は
九
月
か

ら
毎
月
一
課
目
（
テ

キ
ス
ト
と
会
報
）
を
配
本
し
、
翌
月

末
日
が
答
案
締
切
日
と
な
り
ま
す
。

　
各
コ
ー
ス
と
も
六
課
目
で
す
の
で
、

三
月
末
日
が
最
終
締
切
日
と
な
り
ま
す
。

▽
コ
ー
ス
と
受
講
料

　
基
本
コ
ー
ス
　
　
九
、
三
〇
〇
円

　
専
門
コ
ー
ス
（
2
コ
ー
ス
）

　
　
　
　
　
　
　
　
九
、
五
〇
〇
円

▽
募
集
締
切
　
　
　
八
月
十
五
日

　
で
き
る
だ
け
早
く
お
申
し
込
み
く

　
だ
さ
い
。

▽
申
込
先
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中
退
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教
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部
連
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〇
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六
ー
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一
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冷
凍
食
品
そ
の
③
　
　
圓

生
も
の
と
調
理
済
み
で
は

解
凍
の
仕
方
が
違
い
ま
す

　
冷
凍
食
品
を
お
い
し
く
食
べ
る
に

は
、
な
ん
と
言
っ
て
も
解
凍
の
仕
方

が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
お
い
し
さ
を
損

な
わ
ず
、
上
手
に
料
理
す
る
た
め
の

解
凍
方
法
を
ま
と
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
〈
自
然
解
凍
〉

　
魚
介
類
、
肉
類
な
ど
生
も
の
の
冷

凍
食
品
を
解
凍
す
る
に
は
、
低
温
・

室
温
・
流
水
解
凍
の
三
つ
の
方
法
が

あ
り
ま
す
。

①
低
温
解
凍
…
フ
リ
ー
ザ
ー
（
冷
凍

庫
）
か
ら
冷
蔵
室
へ
移
し
替
え
、
低

温
で
ゆ
っ
く
り
解
凍
す
る
方
法
で
す
。

解
凍
に
時
間
が
か
か
る
の
で
、
あ
ら

か
じ
め
予
定
を
立
て
、
例
え
ば
夕
食

に
利
用
す
る
場
合
で
す
と
、
前
の
晩

ま
た
は
朝
に
は
移
し
替
え
て
お
く
の

が
コ
ツ
で
す
。

②
室
温
解
凍
…
台
所
な
ど
涼
し
い
場

所
に
、
包
装
の
ま
ま
置
い
て
自
然
に

解
凍
す
る
方
法
で
す
。
割
合
短
い
時

間
で
解
凍
で
き
ま
す
が
、
気
温
の
高

い
季
節
は
、
解
凍
し
す
ぎ
な
い
よ
う

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

③
流
水
解
凍
…
水
道
の
水
で
解
凍
す

る
も
の
で
、
急
い
で
調
理
す
る
場
合

に
適
し
て
い
ま
す
。
包
装
の
ま
ま
の

冷
凍
食
品
を
ポ
リ
袋
に
入
れ
、
中
の

空
気
を
抜
き
、
ポ
リ
袋
の
口
を
き
っ

ち
り
閉
め
ま
す
。
そ
し
て
、
水
道
の

水
を
流
し
な
が
ら
解
凍
し
ま
す
。
こ

の
場
合
、
冷
凍
食
品
に
直
接
、
水
が

触
れ
な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
〈
調
理
済
み
冷
凍
食
品
の
解
凍
〉

　
調
理
済
み
の
冷
凍
食
品
は
、
そ
の

ま
ま
で
揚
げ
た
り
、
電
子
レ
ン
ジ
で

解
凍
で
き
ま
す
。

①
冷
凍
揚
げ
も
の
の
解
凍
…
揚
げ
る

直
前
ま
で
フ
リ
；
ザ
ー
に
入
れ
て
お

き
ま
す
。
油
は
や
や
低
め
の
温
度
（
百

七
十
度
前
後
）
で
、
時
間
を
か
け
、

ゆ
っ
く
り
揚
げ
ま
す
。
一
度
に
た
く

さ
ん
入
れ
な
い
こ
と
が
コ
ツ
で
す
。

②
電
子
レ
ン
ジ
解
凍
…
短
時
間
で
全

体
を
ム
ラ
な
く
解
凍
で
き
ま
す
。
包

装
の
ま
ま
解
凍
す
る
と
き
は
、
包
装

の
す
み
に
小
さ
な
穴
を
あ
け
て
く
だ

さ
い
。
こ
れ
は
、
空
気
膨
張
で
包
装

が
破
れ
る
の
を
防
ぐ
た
め
で
す
。

③
そ
の
他
の
解
凍
…
切
り
身
や
小
さ

な
貝
類
な
ど
は
、
調
味
料
に
つ
け
て

お
い
て
解
凍
す
る
の
も
よ
い
で
し
よ

》
つ
。

　
　
　
◇
　
　
　
　
　
　
◇

　
最
後
に
、
ど
の
解
凍
に
も
共
通
し

て
い
え
る
こ
と
で
す
が
、
解
凍
の
し

す
ぎ
は
禁
物
。
時
間
を
お
か
ず
、
す

ぐ
調
理
し
ま
し
ょ
う
。
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鍔
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犬

ネ
コ
の
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き
取
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6
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1
6
日
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不
用
の
犬
・
ネ
コ
を
引
き
取
り
し

ま
す
。
犬
は
じ
ょ
う
ぶ
な
首
輪
と
ク

サ
リ
で
つ
な
い
で
、
ネ
コ
は
布
製
の

袋
に
入
れ
口
を
し
っ
か
り
し
ば
っ
て

き
て
下
さ
い
。

　
当
日
印
か
ん
と
料
金
を
持
参
し
保

健
衛
生
係
で
受
付
し
て
下
さ
い
。

▽
日
　
時

　
六
月
十
六
日
（
木
）

　
午
前
九
時
よ
り
十
時
ま
で

▽
場
　
所

松
之
山
町
役
場
。

▽
料
　
金

　
犬
・
ネ
コ
と
も
一
頭
一
、
○
○
○
円

労働通信教育講座

　
日
本
労
働
協
会

で
は
、
労
働
通
信

教
育
講
座
の
受
講

者
を
募
集
し
て
お

り
ま
す
。
こ
の
講

座
は
、
労
働
問
題

の
理
解
と
良
識
を

培
う
こ
と
を
目
的

と
し
て
昭
和
三
十

三
年
に
設
立
さ
れ

た
特
殊
法
人
（
政
府

出
資
機
関
）
で
す
。

　
九
月
に
開
講

　
　
し
ま
す

　
教
材
は
九
月
か

ら
毎
月
一
課
目
（
テ

キ
ス
ト
と
会
報
）
を
配
本
し
、
翌
月

末
日
が
答
案
締
切
日
と
な
り
ま
す
。

　
各
コ
ー
ス
と
も
六
課
目
で
す
の
で
、

三
月
末
日
が
最
終
締
切
日
と
な
り
ま
す
。

▽
コ
ー
ス
と
受
講
料

　
基
本
コ
ー
ス
　
　
九
、
三
〇
〇
円

　
専
門
コ
ー
ス
（
2
コ
ー
ス
）

　
　
　
　
　
　
　
　
九
、
五
〇
〇
円

▽
募
集
締
切
　
　
　
八
月
十
五
日

　
で
き
る
だ
け
早
く
お
申
し
込
み
く

　
だ
さ
い
。

▽
申
込
先

05
東
京
都
港
区
芝
公
園
一
－
七
－
六

　一
丁
　
中
退
金
ビ
ル

日
本
労
働
協
会
教
育
部
連
絡
指
導
課

　
　
台
〇
三
－
四
三
六
ー
〇
一
五
一

1“1”ll”1【13】””IIII”1”II””1””Illlll”1“””1”llIIII”Ill“Illlll”II”lll”lll”””ll””lll”1”II”III””1”ll””””“1”1”””1”II”Ill””II”llllll””1広報まつのやま　Nα8811”ll””llll”llII

さ物やか君
　　　　　　　　醒一■　　　　　　　　　　呂

　　　　　　　　　　－　　一
《脅

面対寂 東頸城でも患者発生瀬鞭
　　　　　　　　　　　　　　　罵卸
　　　　　　　　　　　　　　　砺残’

、、ノ

6 8　『　’・ ’1

ユ月
2＼　”

六
月
子

入
．轡

『ワ

価

θ 　ク〃）でqP

べ，ノ

　隙

宝

∫

．一）

⑪⊂⊃ID
爆
θ主ツき
月こし　つ

　　）　　マ．

藁
、

i息草着　　問皮潰　　二刺虫チ　　注町まら患九
なやむ用予位膚瘍症週さにアつ意です東者年新

織1繋難辮縮1

o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o

嬉舜

　　▽
上藤建　　大崩
越倉第　　海田

▽　　　　　　　　▽　　　　　　　▽

建　　高地建　　高水建
第　　橋付第　　橋梨第

舗・十　　組・ 十　　組線十　　組・一 入
道外二
　丸号

田　　一　　　　＿号　　　　黒号
麦　　号　　　黒・　　　倉・ 札

〆 （d 芝 　線・
二＿舗

立　　・　　　倉道　　　線道
線　　道　　一）路　　一＿路 結

ヨ

3

1
　
、
　
、

　つ
‘

‘
だ◎
よ

’中装
九尾　　　　五月
○）七
〇　　二
万　　六　　万
円　　m　　円

　＿　　路　　　’　　改　　　’水改
　　　改　　七　　良　　四梨良
二池一良　　四　　三　　六）二
〇）O　　　　O　　四　　〇　　九
　　六　　　　万　　○　　万　　O
　　m　　　　円　　m　　円　　m

5果

創

1
1

『　一

』

巡～，38』7

　㎡
Pg

午七　　　一
前月

　　▽　　　　　　　　▽　　　　　　　▽

福野振　　福中振　　高中振
田々第　　田原第　　橋原第

　　▽
高連産
橋ホ第

B主月

と8

…8懸
爺9

’
ナ
λ
　
1
8
　
1 ・の

の

八八
時日
半釜　．．
か）
ら
午町
後 全　　東
一域　　北、

道海四　　道大三　　組大二
路天号　　路厳号　　　厳号
　水　’　　　寺　’　　　寺　’
　越林　　　　線林　　　線林
一線道　　一　　道　　　　　道
’　舗　　　’　舗　　　　　改
○　　装　　○　　装　　七　　良
二四工　　四四工　　六三工

組場四
　整号
　備　’
　＿団
二中体
’坪営
六）地
五四す

　　　電時 〇六事　　〇五事　　〇七事 ○・べ
　　　力ま 万八　　　　万○　　　　万○ 万七り
で 円m　　　　円m　　　　円m 円ha関

｝拠

鯵 人口の動き
i卸

読

し序社のた妨
よを会受り害不
う乱問信　’を法 電波法違反防止旬間

説
感
。
＾
門
飛
蓼
争
彰
り
躍
融
、
』

た

ジ人口

男

6月1日

4，756人

2，304人

　　　貨（10年前聴

（創451人）乾

（3，151人）裳1

　　　し．

ハ舳

考1 。す題にテ与無
不に妨レえ線
法な害ビ重局
無つをや大は
線て与ラな重
局いえジ事要
をまたオ故無

6月1日一40日

謡　　女　　2，452人　（3，300人）1暑

蟻　　　　　　　　　　　　　　矩
，読世帯数1，345戸　（1，673戸）蹄
渋　　　　　　　　．．一≧

追すり等を線
放　。しの誘通
し法て放発信
ま秩　’送しに

信越電波監理局



1
㊤
寸
o
つ
ー

”””1”！ll“lll”1昭和58年6月5日　IIllI”””1”1”1”lllllll”“”III““lll”””Ill”ll””lll””1””lll””1”lll”””1朋1”II””1”ll”1”lll””””lm””IIll”””1“ll“””1””””””II【14】”1”1“”II

確
か
な
品
質
「
J
A
S
」
マ
ー
ク

　
　
「
J
A
S
協
力
店
」
は

　
　
　
　
　
　
　
　
安
心
が
買
え
る
店

安
心
し
て
買
え
る

　
　
　
「
J
A
S
」
商
品

　
「
J
A
S
」
マ
ー
ク
は
、
お
買
い

物
の
目
安
ー
。

　
食
品
な
ど
の
「
品
質
」
と
品
質
の

「
表
示
」
に
つ
い
て
、
厳
正
な
検
査

を
受
け
て
合
格
し
た
商
品
で
あ
る
こ

㊨

と
を
表
す
印
、
そ
れ
が
「
J
A
S
」

マ
ー
ク
で
す
。

　
で
す
か
ら
、
か
ん
詰
、
ハ
ム
・
ソ

ー
セ
ー
ジ
、
即
席
ラ
ー
メ
ン
な
ど
、

外
観
だ
け
で
は
品
質
や
内
容
が
分
か

り
に
く
い
加
工
食
品
も
、
　
「
J
A
S
」

マ
ー
ク
が
付
い
て
い
れ
ば
安
心
し
て

お
買
い
求
め
に
な
れ
ま
す
。

J
A
S
協
力
店

　
　
　
　
の
登
場

　
品
質
保
証
の
印
と
し
て
買
い
物
の

目
安
と
な
る
「
J
A
S
」
マ
ー
ク
！

し
か
し
、
店
に
よ
っ
て
は
「
J
A
S
」

マ
ー
ク
商
品
を
置
い
て
い
な
い
と
こ

ろ
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
は
「
J
A
S
」
マ
ー
ク
の
普

及
率
が
ま
だ
ま
だ
十
分
で
な
い
こ
と

と
、
小
売
店
に
よ
っ
て
は
、
商
品
の

仕
入
れ
に
当
た
っ
て
「
J
A
S
」
マ

ー
ク
を
基
準
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
が

少
な
い
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
こ
の
た
め
、
国
で
は
「
J
A
S
」

マ
ー
ク
を
さ
ら
に
普
及
さ
せ
る
た
め

に
㈹
日
本
農
林
規
格
協
会
に
助
成
し

て
、
昭
和
五
十
七
年
度
か
ら
「
J
A

S
協
力
の
店
」
制
度
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
「
J
A
S
」
マ
ー
ク
の
普

及
に
特
に
積
極
的
に
協
力
す
る
小
売

店
を
“
協
力
店
”
と
し
て
認
定
し
、

マ
ー
ク
の
付
い
た
商
品
を
で
き
る
だ

け
多
く
取
り
扱
っ
て
い
た
だ
こ
う
と

い
う
も
の
で
す
。

　
安
心
の
印
「
J
A
S
」
マ
ー
ク
を

お
買
い
物
に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。
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皇
食
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食
食
食
食
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皇
食
食
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食
愈
食
盒
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皇
食
食
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盒
皇
皇
盒
食
食
食
食
食
食
盒
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皇
皇
食
食
食

みんなで集めて緑を増やそう

、　グリーン　マーク　　刃

　
幼
稚
園
、
小
・

中
・
高
校
生
の
皆

さ
ん
、
そ
し
て
P

T
A
の
お
父
さ
ん
、

お
母
さ
ん
、
み
ん

な
の
学
校
を
”
花

と
緑
”
で
い
っ
ぱ

い
に
し
て
み
ま
せ

ん
か
ー
ー
。

　
グ
リ
ー
ン
マ
ー

ク
（
図
参
照
）
を

学
校
単
位
で
一
定

の
枚
数
集
め
る
と
、

サ
ク
ラ
、
ツ
バ
キ
、

シ
イ
ノ
キ
、
ハ
ナ

ミ
ズ
キ
、
そ
の
他

い
ろ
い
ろ
な
樹
木

の
苗
木
が
も
ら
え

ま
す
。

　
グ
リ
ー
ン
マ
ー
ク
は
“
古
紙
利

用
製
品
”
で
あ
る
こ
と
を
表
す
も

の
で
、
古
新
聞
や
古
雑
誌
な
ど
の

古
紙
を
原
料
と
し
て
つ
く
ら
れ
た

紙
製
品
に
付
い
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
グ
リ
ー
ン
マ
ー
ク
が
表

示
さ
れ
て
い
る
の
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

　
〔
新
聞
〕
一
般
紙
、
小
・
中
学

　
　
生
新
聞

　
〔
雑
誌
〕
幼
稚
園
児
、
小
・
中
・

グリーンマーク

　
　
高
生
向
け
の
学
習
雑
誌
、
マ

　
　
ン
ガ
雑
誌
な
ど

　
〔
そ
の
他
〕
ト
イ
レ
ッ
ト
・
ぺ

　
　
ー
パ
ー
、
ち
り
紙

　
日
本
は
、
い
ま
、
ア
メ
リ
カ
に

次
ぐ
世
界
第
二
位
の
製
紙
産
業
国

で
す
が
、
紙
を
つ
く
る
原
料
の
四

六
％
は
古
紙
で
ま
か
な
わ
れ
て
い

ま
す
（
五
四
％
は
木
材
パ
ル
プ
）
。

　
木
材
資
源
を
節
約
し
、
省
資
源

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
進
め
る
う
え
で

も
、
さ
ら
に
古
紙
の
再
生
利
用
を

広
め
て
い
く
こ
と
が
大
事
で
す
。

　
こ
う
し
た
古
紙
再
生
利
用
の
重

要
性
を
広
く
知
っ
て
い
た
だ
く
と

と
も
に
、
学
校
の
緑
化
を
図
り
、

自
然
環
境
の
保
護
に
役
立
て
よ
う

ー
と
い
う
の
が
「
グ
リ
ー
ン
マ

ー
ク
制
度
」
で
す
。

　
こ
の
制
度
は
、
通
商
産
業
省
所

管
の
財
団
法
人
古
紙
再
生
促
進
セ

ン
タ
ー
が
、
全
国
の
幼
稚
園
、
小
・

中
・
高
等
学
校
を
対
象
に
行
っ
て

い
ま
す
。

　
苗
木
配
布
を
希
望
さ
れ
る
幼
稚

園
、
小
・
中
・
高
等
学
校
（
生
徒

会
、
P
T
A
な
ど
）
は
、
古
紙
再

生
促
進
セ
ン
タ
ー
の
グ
リ
ー
ン
マ

ー
ク
実
行
委
員
会
事
務
局
に
、
は

が
き
な
ど
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
「
グ
リ
ー
ン
マ
ー
ク
の
て
び
き
」

と
「
マ
ー
ク
貼
付
台
帳
」
が
送
付

さ
れ
ま
す
。
同
事
務
局
の
住
所
等

は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
〒
翅
　
東
京
都
中
央
区
銀
座
二

丁
目
十
六
番
十
二
号
、
銀
座
大
塚

ビ
ル
内
、
電
話
〇
三
ー
五
四
三
－

一
四
七
〇

休
診
・
出
張
診
療
六
月

▽
休
診
日

　
6
月
4
日
（
土
）

　
　
　
H
日
（
土
）

　
　
　
2
5
日
（
土
）

▽
出
張
診
療
日

毎
週
火
曜
日

6
月
2
日

　
　
1
6
日

　
　
3
0
日

6
月
9
日

　
　
2
3
日

木木木木木

医
師
都
合

指
定
休
日

医
師
都
合

湯
本
出
張
日

董
－

藷
出
張
日

戸
籍
の
明
暗
　
五
月

□
新
婚
さ
ん

　
　
5

ロ
う
ぶ
声

　
石
塚
直
人
（
湯
之
島
・
春
一
の
長
男
）

　
村
山
一
樹
（
湯
之
島
・
茂
の
長
男
）

　
高
沢
昌
巳
（
湯
本
二
呉
の
二
男
）

　
高
橋
里
美
（
天
水
島
・
越
雄
の
長
女
）

■
お
く
や
み

　
佐
藤
　
重
春
㈲
（
天
水
越
・
脇
）

　
柳
ユ
キ
㈹
（
中
尾
・
井
戸
根
）

　
五
十
嵐
シ
マ
⑯
（
曽
根
・
権
太
郎
）

　
志
賀
　
キ
ノ
㈲
（
松
臼
・
松
島
屋
）

　
志
賀
　
時
司
鮒
（
松
口
・
惣
全
）


